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（１０時００分開会） 

議  長 西 澤 裕 之 君 

本日の出席議員は８名です。 

定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第４回幌延町議会定例会を開会し

ます。 

ただちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は配付されているとおりです。 

日程第１ 「議会録署名議員の指名」を行います。 

本日の議会録署名議員は、会議規則第１２５条の規定に基づき、議長において７番 齋

賀弘孝君、１番 高橋秀明君を指名します。 

日程第２ 「会期の決定」の件を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は本日６月１７日から１９日までの３日間にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、会期は、本日６月１７日から１９日までの３日間に決定しました。 

日程第３「諸般の報告」を行います。 

議長としての報告事項は、配付した資料のとおりです。 

以上をもって、諸般の報告を終わります。 

日程第４「行政報告」を行います。 

初めに一般行政について、報告を求めます。 

町  長 野々村  仁 君 

それでは、幌延町議会６月定例会の開催に当たり、一般行政の執行状況について、御報

告いたします。 

この度、天塩の國会議を構成する西天北五町の中川、天塩、遠別、豊富及び幌延におい

て、相互の連携を強化し、多様な担い手確保を通じた広域で経済活性化を推進することを

目的として、去る６月２日、豊富町定住支援センターにおいて、株式会社タイミーと広域

連携協定を締結いたしました。 

株式会社 タイミーは、隙間バイトサービス、いわゆる、ちょっとした空き時間でアルバ

イトができる仕組みを提供する会社で、これまでも数多くの自治体と連携協定を締結して

いる実績がありますが、５町にまたがる広域的な連携は、今回が初めてとのことです。 

本協定は、事業者の人材確保及び雇用創出、多様な働き方の推進、産業振興に関するこ

と等について連携・協力するとともに、相互の情報及び意見の交換に努めることとしてい

ます。 

今後は、好きな場所や時間で働けるスポットワークの利便性を活かして、潜在労働力を

喚起し、様々な方の働ける機会を創出することが期待されます。また、事業者に対しても、

説明会の実施や業務の切り出しの提案など、各種サポートを行っていただけることとなっ
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ていますので、町全体の課題となっていました人材不足の解消、また、移住や定住につな

がるケースもあるとのことですので、人口減少対策の一助にもなればと考えているところ

です。 

そのほか、一般的な事務事項につきましては、お手元にお配りした資料のとおりとなっ

ております。 

以上、第４回幌延町議会定例会の行政報告とさせていただきます。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

次に、教育行政について報告を求めます。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

幌延町議会６月定例会の開会に当たり、教育行政の執行状況について、その概要を御報

告いたします。  

初めに、学校教育について申し上げます。  

令和７年度の町内小中学校の学級編成及び教職員数について、５月３１日現在の数値を

資料の１ページに記載しておりますが、小学校２校で１１学級、児童数９１名、中学校２

校で６学級、生徒数４９名となっております。４校の合計では１７学級１４０名となって

おり、昨年度と比較しますと２学級１７名の減となっております。 

教職員体制につきましては、校長、教頭、一般教員合計で、昨年度より１名減の３９名

となっております。 

学校行事の取組状況では、各学校の運動会・体育大会が開催され、各会場ともに、児

童・生徒のたくさんの笑顔と保護者や家族・地域の方の大きな歓声に包まれていました。 

部活動関係では、まず、中体連管内予選ですが、６月７日に豊富町で陸上大会が開催さ

れ、幌延中学校３年の村元慧白さんが男子走り幅跳びで優勝、７月２２日から室蘭市で開

催される全道大会への出場権を獲得しました。また、６月１４日に稚内市で柔道大会が開

催され、幌延中学校２年の西村歩乃さんが女子個人４８キロ級と女子団体に合同チームの

一員として出場し、それぞれ優勝。７月２８日から岩見沢市で開催される全道大会への出

場権を獲得しました。同日、猿払村で剣道大会が開催され、男子団体に幌延中学校２年の

藤門勇翔さん、小林暖也さん、同１年の梶朔さん、杉本健瑠さんの４名が出場し優勝。７

月２６日から苫小牧市で開催される全道大会への出場権を獲得しました。 

続いて、全道規模の大会への出場状況ですが、５月３日から芦別市と富良野市で第４５

回北海道中学生バレーボール選抜優勝大会が開催され、稚内合同・幌延チームとして、幌

延中学校３年の清水隆臣さん、田村燈真さん、同２年の角山銀仁朗さん、岡本倫太朗さん、

谷口凰騎さん、寺島一汰さんが出場し、３位入賞しております。 ６月７日に名寄市で第６

８回道北中学バレーボール大会が開催され、稚内東・稚内南・幌延の合同チームとして、

幌延中学校３年の寺本蘭さん、門田光環さん、黒金帆乃香さん、同２年の高橋ゆいさん、

同１年の鈴木友來さん、秋山星華さんが出場し、準優勝しております。 

次に、社会教育について申し上げます。 

各種社会教育・社会体育事業につきましては、年間計画どおりに実施する方向で執り進

めて参ります。 
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スポーツ少年団活動では、まず、野球少年団ですが、５月２５日に稚内市で開催された

高円宮賜杯第４５回全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トーナメント北・北海道大会

稚内支部予選に、幌延小学校６年の寺本佑心さん、同４年の森本旺丞さん、寺本遥希さん、

富樫優太郎さんが稚内チームの一員として出場し優勝。６月２８日から稚内市で開催され

る全道大会への出場権を獲得しました。さらに、５月３１日に猿払村で開催されたファイ

ターズ ベースボール チャンピオンシップ アンダー１２宗谷支部予選においても優勝。８

月９日から北広島市で開催される全道大会への出場権を獲得しました。 

次に、剣道少年団ですが、４月２９日に豊富町で開催された第５５回天塩地区防犯剣道

大会に出場。中学生の部・個人戦では、幌延中学校２年の小林暖也さんが優勝、同２年の

藤門勇翔さんが準優勝、同１年の梶朔さんが３位。小学生の部・個人戦では、幌延小学校

６年の加藤蓮音さんが優勝、同４年の小林みわさんが準優勝、同３年の森田琥綺さんが３

位となり、その小学生の部の結果を受けて、７月２７日に札幌市で開催される第７４回北

海道少年剣道錬成大会及び第６７回赤胴少年剣道錬成大会に赤胴大会の地区代表として加

藤蓮音さんと小林みわさんが錬成大会の地区代表として幌延剣道スポーツ少年団が出場権

を獲得しました。 

次に、バレーボール少年団ですが、５月１８日に稚内市で開催された第４５回全日本バ

レーボール小学生大会・北北海道大会稚内地区予選会に幌延ウィングガールズが出場し優

勝。６月２８日から名寄市等で開催される全道大会への出場権を獲得しました。各少年団

の全道大会での活躍を期待するところです。 

以下、教育予算の執行状況、社会教育の活動状況等につきましては、別紙資料のとおり

であります。 

以上、概要を申し上げ、幌延町教育行政執行状況の報告といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

以上をもって行政報告を終わります。 

日程第５ 一般質問を行います。 

質問の通告がありますので、発言を許します。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

通告に沿って質問します。 

通告議員、齋賀弘孝。質問、学校整備について。 

幌延小学校と幌延中学校を施設一体型小中一貫校である義務教育学校として開校を目指

し、令和７年度は、増築部分や既存校舎の改修等の実施設計業務を実施するに当たり、こ

れまでの定例会等での私の質問に対しての進捗状況を伺いたいと思います。 

①昨年１２月定例会において、オンライン授業における映像や音声の途切れなどの不具

合が起きているという質問について、問寒別中学校、幌延中学校の両校と教育委員会が連

携し、早急に検証していくということでしたが、どう対応し、解決されたのか伺います。 

②先の町内会長会議おいて、将来的に人口規模を考えたとき、学校図書館として整備し

たものを地域開放し、一つにするという考えを示されたが、これはどのような考えからそ

う示されたのか伺います。 
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③小中一貫基本構想の１４ページ、小中一貫校整備方針の（２）具体的な取組の中、９

年間の学びと生活をつなげる環境づくりで、耐震性などの災害に強く、地域の避難所機能

を備えた施設整備に取り組みますとありますが、その地域の範囲と整備について考えてい

ることは何か伺います。 

マンホールカードについて。 

先の広報ほろのべの窓で、デザインマンホールを作製しましたと報道されました。作製

の目的への期待とし、地域の賑わいや話題づくりへの貢献にとお話されていますが、幌延

町もマンホールカードを作成し、カードを配付し、幌延に足を運んでもらう機会を一つま

た作ってみてはいかがかと思うが、町長の考えをおたずねします。 

町  長 野々村  仁 君 

齋賀議員の１問目の質問については、後ほど教育長からお答えします。 

２問目のマンホールカードに関する御質問について、私からお答えをいたします。 

本町オリジナルのデザインマンホールにつきましては、令和６年度末に製作を終え、本

町の下水道管路図及び下水道の仕組みに関する解説パネルと併せ、本年５月中旬から役場

町民ホールで展示をはじめ、啓発に努めており、本取組をより地域のにぎわいや話題づく

りに結びつけるためには、議員御提案のマンホールカードの作成は有効な手段の一つであ

ろうと考えています。 

全国の下水道事業に関わる産学官関係関連連携の下、日本における下水道工法の中枢母

体として組織された下水道工法プラットフォーム公認のマンホールカードは、各自治体に

おける下水道に関する周知広報はもとより、地域振興や観光誘客の効果が期待されること

から、本町におきましても、カード製作に向けて、下水道広報プラットフォームが定めた

登録要件であるデザインマンホール蓋の設置場所の確保、デザインに関する説明文の作成

及び配布体制の構築等、必要な条件を整えつつ、登録に向けた準備を進めてまいりたいと

考えております。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

齋賀議員の御質問にお答えいたします。 

１問目の学校整備についての１点目、オンライン事業における不具合の検証と対応につ

いての御質問ですが、学校間でのオンライン会議を実施するために整備した町内３校を結

ぶテレビ会議システムの更改を行い、この設備を活用して、平成２９年度より遠隔授業を

行っております。 

御指摘のあった遠隔授業における回線の不具合ですが、当時の答弁でも申し上げており

ますが、一般的に使用されるネットワーク設備や改正については、たとえ有線接続であっ

てもタイムラグがない通信は不可能でありますが、機器の性能向上に伴い、現在使用して

いる無線環境での通信においても、かなり改善が図られていると考えられています。また、

不具合の要因及び解消方法については、これまでも専門業者と協議を行っておりますが、

要因が多岐にわたることや、学校内の設備のみならず、学校間を結ぶインターネット回線

の影響も考えられることから、不具合が発生した原因の特定には至っておりません。また、

解消方法として、アクセスポイントの増設やタブレット端末の高性能化、帯域保証型のネ
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ットワーク回線の利用も検討しましたが、いずれも完全な不具合解消策とはならないこと

から、今年度の遠隔事業についても、事業内容を工夫しながら、現状のネットワーク機器

を使用してタブレット端末による遠隔授業を実施することとしております。 

今後建設される義務教育学校の整備につきましては、これらの状況を踏まえ、現場の様

子や意向を把握しながら十分検証を重ね、よりよい学習環境の構築を図りたいと思います。 

２点目の将来的に人口規模を考えたとき、学校図書館として整備したものを地域開放し、

一つにするという考えを示されたが、どのような考えかとの御質問ですが、これにつきま

しては、将来的に図書室を一つにするという構想があるわけではなく、今後、人口規模が

大きく減少した場合、各施設が老朽化して修繕や更新を検討する必要が生じた際には、そ

れぞれに新たな投資をするのではなく、既存の施設を有効に活用する一例としてお示しし

たものであります。各生涯学習センターに設置している図書室と学校に設置する図書室で

は、設置の根拠や蔵書の内容も異なることから、現状では統合する考えはありません。 

３点目の地域の避難所機能を備えた施設整備に当たり、地域の範囲、整備についての考

え方についての御質問ですが、小中一貫校基本構想では、児童、生徒、地域住民の交流を

推進できる施設環境づくりの一環として、児童生徒のみならず、地域住民の交流拠点や災

害時の避難所として利用されることを想定し、誰もが利用しやすいように、ユニバーサル

デザインに配慮した施設整備に取り組むこと、耐震性などの災害に強く、地域の避難所機

能を備えた施設整備に取り組むことを記載しております。これにつきましては、耐震性を

備えた災害に強い施設とすることはもちろんのこと、災害時に限らず様々な地域住民が利

用することを想定して、ユニバーサルデザイン、すなわち、年齢、性別、障害の有無など、

あらゆる方々のニーズを考慮し、誰もが利用しやすいような施設づくりを目指すものであ

ります。 

具体的な整備案として、多目的トイレの設置、車椅子の通行に配慮した廊下など、校舎

全体がバリアフリーとなる設計としております。また、避難所機能としては、電力通信機

能確保のための自家発電設備、太陽光発電設備のほか、災害物資の備蓄スペースの確保、

災害時に炊事場や屋外トイレへ転用できるスペースの設置などを検討しております。 

なお、地域の範囲についての御質問ですが、災害時に開設する避難所については、幌延

町防災計画に基づき適宜発生した災害の種類、規模、被災状況等により決定することから、

一部の地域ではなく、幌延町全域を対象として避難者の受入れを想定しております。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

教育委員会に所属する質問と、それから町部局の方に対して質問いたしました。 

教育委員会の方においての質問は、先ほども述べたとおり、今問題になっていることを

まず解決しないことには、新しい義務教育学校ができたときにも、またトラブルが発生す

るんではないか、問題事が起きるんではないか。その前に、今困っていることを少しでも

改善して、良い方向にして、新しい学校の実施設計に向けてほしいなという思いで質問し

たところです。 

また、マンホールの方につきましては、以前、町長はマンホールのことをお話ししてい

た中で、これらの苦労というか、この使い道というか、これを町民の皆さんに広く周知し、
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また、理解していただいて、皆さんが気持ちよく下水道等を利用してほしいという願いが

ある。そういう思いであったので、改めて今回、展示のマンホールができましたので、質

問したところで、２、３ちょっと、もう少しお尋ねしたいことがあるので、お聞きしたい

と思います。 

まず、マンホールの方からなんですけども、町長が今、答弁の中で、マンホールカード

を作成して、町民に周知するのは、マンホールカードね、有効な手段の一つではないかと

いうお話がありました。町長としては、ほかに、マンホールカード以外に何か周知するの

に有効な制度、何かお考えなんですか。それとも、ほかの、その考えよりもマンホールカ

ードを優先してくれるのはなぜですか。 

町  長 野々村  仁 君 

はい、お答えします。 

そのほかに、いろんな形ということ自体は、この作る前にも、それぞれ住民の皆さんに

見てほしいということ、関心を持ってほしいということ、それぞれ、そういう形で展示を

して移動展示をしていく、広めていく、周知をしていくということを、一番早くにやろう

としていたことであります。 

それ以外にも、それぞれ、今、ダムカードにしろ、いろんな形で、違う形の、マンホー

ルカードにしろ、いろんな形で町外の方々、関心を持っていただいてる方々にも、広く、

幌延町にもこういうことがあるということ自体で関心を持ってもらうこと自体、そこって

いうのは、関係人口の中でも必要なことであろうと考えておりますので、これを優先では

なくて、いいことがあれば率先してその事業に加わっていく。ただ、今までもこの申請が

年に１度、この申請をしていくんですけども、まずは、お約束どおり、移動展示を何か月

間ずつ、各学校を回して、今、役場の中にありますけども、子供たち、または父兄の方々、

それぞれ地域の方々に、目に留まるような形で移動展示をまずは先にするということが、

大体、今年１年をかけてそういう展示をしていこうということを前もってやっていく。申

請がちょうど１２月頃でありますから、１２月にはその申請をしながら、これもちょっと、

なかなか１００％すぐ当たるということではないんですけども、抽せんによって、その年、

１自治体に１マンホールにつき認定をしていただくという形になってますので、順次、急

いでその申請をしていきながら、抽せんに当たることを願いながら、早急にこのカードを

作成して、やっぱり、私物でもいいんですけども、やっぱり公認になると広く世間の方々

に関心を持ってもらえるのかなという気がしてますので、公認を優先して、先に申請をし

ていこうと、そのように考えているところでもあります。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

町長の答弁にもあります下水道広報プラットフォームですね、今現在、全国でもう７２

４の自治体が参加して、マンホールカードを作って、町長の言うとおり、地元の町民ばか

りか関係されるお客さんとかにも配付して関係人口を増やしているという方法があります

ので、報告されておりますので、有効な手段かと思っています。 

でも、しかしこれは、マンホール作るっちゅうのは令和６年度の予算でやりますよと言

っていたんですけども、作成されたのが６年度年末ということで、展示が最近、５月、こ
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の遅れた原因というのは何か考えられるんですか。それとも、これは想定外なんですか。 

町  長 野々村  仁 君 

それぞれ業者間の中で、こういう数の少ないパッケージ物自体の取りかかりがどういう

形だったのかという、私も詳しくは分かりませんけども、お願いをしてあって、出来上が

ってきたのがこの時期であったということで、それぞれ、枚数によっても、やっぱり仕事

量の中では、この配分が違うのかも分からなかったということでもあります。出来上がっ

てきて、どっかにあったわけでもなく、出来上がってきたら、即、展示をさせていただき

ましたので、その工程にいささかも、どっか滞ったっていうことは、我々としてはそう考

えていないとこです。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

分かりました。 

先ほどの、今準備を進めてカードを作りますよと、今、町長の答弁で１２月とあったん

ですけども、この登録に向けて準備、これ予算的にどのぐらい規模かかるのかお尋ねした

いと思います。 

町  長 野々村  仁 君 

このカードもワンロット当たり２千枚を作るということになっております。 

その費用としては、税込みで、大体、５万弱ぐらいを想定しているところです。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

先ほど町長の答弁にありました、１年間に１ホールずつしか、抽せんに当たれば３年連

続でできるんだけど、当たらなければ何年か月日を使うだろうということでした。以前の

新聞で、この配付したカードを売買してるよと。ネット上で売買されてるっていうことも

あります。もし、幌延町でもこのカードに登録して、なった場合、どのような配布方法、

まずは町内の方、町外の方に考えているのか、今現在、何かお考えがあるんでしたら、お

聞かせください。 

町  長 野々村  仁 君 

良い手だてとして、それぞれニュースでも上がっておりましたとおり高額転売、だんだ

ん吹っかけて高額になっていくという高額転売という形で、人気のあるところは、そうい

う形になっていると思って我々も認識をしているところでもありますけども、まずは、配

布をするときには１人１枚限りということで配付をさせていただきながら進めていこうと

思っておりますし、一番問題は、それぞれ、町外の、全国的にそういう興味のある方々が

来るということになると、祝日、多分、土曜、日曜とか祝日、休日だと考えています。休

日の配布ができるような場所の設定とかを今後考えていかなければならないのかなと。役

場で配布するとかという話では、やっぱりないんだろうということを考えてございます。 

それぞれ、その辺も詳しく、どういうところで、余りにも束縛というか、縛りが固くな

らないで、町民の方についても町外から来られた方にも一応一人１枚ずつを優先的に配布

できる状態が、閉まってたよということでないような状態をどのようにできるかというこ

とも、今後、それぞれ考えながら打合せをしていきたいとそのように考えています。 
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７  番 齋 賀 弘 孝 君 

町内に来る人は秘境駅を目指してくる人もいるし、トナカイ牧場を目指してくる人もい

るし、幌延町は日本最北の国立公園の玄関口ですから、たくさんの方が来ます。 

その二つ、例えば駅、南幌延と雄信内駅がなくなってしまって、日曜日に食堂とかを経

営されている方は、お客さんが来なくなってしまったというふうなお話もされています。

１ロット２千枚作って、それをどのような形で、今、町長の話もあったんですけど、まず、

飲食店とかに配布して、飲食店利用してもらったらカードをお渡しするという案もあるん

ではないかなと思うので、いろいろ、町内のそういう業者さんの意見も聞いて、有効な方

法、手段でマンホールカード登録手続を進めてもらって、登録が終わってきたら、すぐ配

布できるような形に整えてほしいと思いますが、いかがですか。 

町  長 野々村  仁 君 

それぞれ、特定のところということになると、いろんな、多分、話が出てくるんだと思

っています。それを平均的にどのようにして配れるかということ自体も含めて、今、協議

を進めていくところでもありますので、その意見も御参考にさせていただきながら、どれ

が一番いいのかということにもなると思っています。自由に、やはり、制限なしにいくと、

本当に、それぞれ、今の時代ですから、ネット上のフリーマーケット上に高額で転売をさ

れるという形に利用されるという、悪用のない、町民又はその関係人口の方々が愛してや

まない１枚であってほしいなと、そのように考えているとこです。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

カードについては登録の準備を早く進めて、抽せんに当たって１日も早く届くように願

っております。 

続いて、教育委員会さんに御質問しました、学校整備についてお伺いします。 

教育委員会では先ほどの答弁の中にもあったんですけども、以前からオンラインの授業

を行っておりました。教育委員会では、幌延中学校と、今やっているのは問寒別中学校で

すけども、どのようなオンライン授業を目指しているんですか。そこをまずお聞きします。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

議員のどのようなというところですけれども、やはり、遠隔でやる意義というか、少人

数で行っている授業でございますので、幌延中学校と問寒別中学校をつなぐことによって、

多人数でっていう大きなグループで授業ができるというようなことで、事業効果等につい

ては相当高いものがあるというところです。一人、二人で授業している問寒別の子供たち

が、グループワーク等についてもタブレットで参加できて、事業を一緒に受けれるという

ようなところでございますので、その辺で、多くの学びが、また広がるというようなこと

でございますので、この遠隔授業については、今後も続けていきたいというふうに考えて

いるとこです。よろしくお願いします。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

ありがとうございました。 

今は、しかし、続けていきたいんだけど不具合がある。私が願っているオンライン授業

は、例えばオンライン授業であっても教室にいる、同じ教室にて対面授業と変わらない安



13 

 

定性のあるふうなオンライン授業にしてほしい、一日も早く、そう願っておるとこです。

私の考えどうでしょうか。委員会、まずは取りあえず、とにかく対面授業と変わらないオ

ンライン授業をしてほしいというふうに願うところです。どうですか。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

はい、ありがとうございます。 

教育委員会としても、やはり、そこは目指しているところなんですけれども、なかなか

やはり、ネットワークというところが、令和２年度にギガスクール構想で、ネットワーク

の回線も全て新しく公開して、そのときのベストな状況というところで、アクセスポイン

トですとか、その辺の距離とか近過ぎないようにするとか、その辺のことを業者さんとも

検討しながら設置したんですけれども、なかなか完全にというところには至っていないと

いうところです。ただ、例えば、固定した有線でやったとしましてもタイムラグっていう

のは発生してしまうというところで、１００％通信が途絶えないというところまでは、な

かなか行き届かないところであるかと思うんですけれども、少しでも改善できるようにと

いうことで今、考えているところです。あとは、新しい学校になるまでまだ何年かありま

すので、その間に通信環境と、例えば、学校が仮校舎になってしまったりというところも

ありますが、その中でも遠隔授業ができるようにということで、今年度、ネットワークア

セスメントということで、当初予算にはちょっと載せれなかったんですけれども、年度内

に実施して、より良い通信環境がどれなのかというようなところを検証していければとい

うふうに考えております。校舎も仮校舎になるということで、その辺も十分対応できるよ

うにということで、今、アセスメントを実施して、できればなということで今考えている

ところです。よろしくお願いします。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

いろいろ教育委員会さん、そして問寒別の学校と幌延の中学校、先生方でいろいろ不具

合を検証しているということは、今、教育長の答弁からも分かりました。でも、これは教

育長が言うタイムラグじゃなくて、完全に通信が途絶えて映像も見れないで言葉も聞けな

いということで、その間、受け側の問寒別ではどうすることもできなくて、再開したとき

には、もう授業は次に進んでいる。質問の場も取れないということから、タイムラグでは

ないと思います。業者さん業者さんというんですけども、先ほどから、この幌延と問寒別

の学校にどういった構築したらいいかという、このネットワークを設計した業者又はタブ

レットとかパソコンを導入した業者、こういう方々のサポートも受けて、今、改善に向か

っているところですか。お伺いします。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

設置していただいた業者さんと協議をしながら、状況を実際にこういう現象があるとい

うような情報を伝えながら、今、どのようなことが考えられるかっていうところでお話は

させていただいております。 

先ほども申しましたけども、ネットワークアセスメントということで、本格的な調査と

いうところまで、まだ今は至ってなかったので、本格的に調査をして、今、現状どのよう

な方法が、それから、今後、学校が新しくなったときに、どのような方法がというような
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ところで、その計画も立てながら進めていければ。まず、今、現状で何かできることがな

いのかというようなところをアセスメントで検証していって、対策を練りたいと考えてい

るところです。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

遅いですよね。今やっと、予算付いていないんですけど、ネットワークアセスメントを

やると、予算にやっていないこと今やるんですよね。これ、総額予算、幾らぐらい掛かっ

て解消するのかをまず１点目としてお伺いしたいのと、このネットワークつないだのは平

成１０年ですよね。平成１０年１２月、町内４校イントラネット化。平成２３年５月、庁

内ネットワークシステム ウェブリネット完成。平成２９年４月、幌延中学校と問寒別中

学校の中１の数学のテレビ会議授業を開始した。そして、同年６月にはパソコンを更新し

てネットワークを改めて設定。３０年にはタブレット用デジタルコンテンツも設定したと。

その都度、その都度、ネットワークは設定されてやっているのに、なぜ、その都度、その

業者さん、現場には来てないですよね。今の話を聞くと、こういう状況ですと伝えている

と。伝えたことについて業者がこうしたらいいんじゃないか、ああしたらいいんじゃない

かということを言って、なぜ現場に来て見てくれないんですか。幌延の通信速度は、問寒

別と幌延通信速度は今幾らですか。どういうネットワークで、今、つながっているんです

か。３点お伺いします。 

教育次長 古 草  勝 君 

ただいまの質問にお答えいたします。 

まず、業者来ているのかということでございますけども、毎回設置のために業者の方は

来て、学校の方、現場に入って、しっかり確認をしているところでございます。また、ネ

ットワークの種類につきましては、現在インターネット、一般家庭用のインターネットと

同じ通信速度を使っておりますので、ベストエフォート型の回線ということになっており

ます。こちらを帯域保証の回線にいたしますと、かなり高額な通信料が掛かるというとこ

ろで、現在は通常のインターネット回線を使用しております。また、アセスメントにつき

ましては、現在検討中でございますので、当然、予算計上もしておりませんが、１００万

規模で高額な調査になるというところから、現在、実施をするかしないかも含めて検討し

ているところでございます。以上です。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

アセスメントやるかやらないか、１００万規模掛かるかもしれないということで、やる

かやらないか今検討しているってことで、やらないと駄目じゃないですか。だって、これ

をやらないと次の義務教育学校のときにずっと尾を引いていってしまって、実はもう昔の

学校時代からあって、通信障害起きてるんですということになりかねない。教育長言うよ

うに、やっぱりやって、きちんとやりたいんだったら、今やらないと次に進めないと思い

ますよ。どうですか。 

教育次長 古 草  勝 君 

事務的な流れのお話をさせていただきますと、ネットワークアセスメントにつきまして

は、これをやったからといって回線の早さが上がるというわけではなく、どの時間帯、ど



15 

 

の曜日、どういったところで回線がつながりやすいかどうかというものをメインで調べる

アセスメントでございます。よりまして、その結果によって現在のネットワークの使いや

すい曜日ですとか時間帯が把握できる。また、学校の使っているネットワークの時間帯の

特性等を把握することができるというところでございます。 

現在、中学校の方に小学校が仮移転いたしますと、中学校のネットワークに中学生全員、

小学生全員のネットワークがぶら下がることになりますので、回線状況としては、ちょっ

と厳しいものになろうかと思いますが、そちらの解消に向けても、今後、どうしていくか、

また、移転後につきましては、当然、最良となるように検討していくわけでございますけ

ども、仮校舎の間のネットワーク環境というのも、当然、これから検証していかなければ

ならないというふうに考えているところでございます。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

昨年の１２月定例会でお尋ねしました。令和４年９月、校内通信ネット環境等に関する

調査を文部科学省が行ったんですけど幌延町どうしましたかということで、今、手元に資

料がないから後で調べて議員に連絡しますということだったんですけど、連絡はありませ

ん。令和６年３月、令和５年度公立学校における教育の情報の実態等に関する調査、令和

６年３月にやったやつが令和６年１０月、昨年５月、５か月ぐらい前に、今、インターネ

ット上で出ていて公表されています。これに幌延町参加されていますか。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

暫時休憩します。 

（１０時４９分 休  憩） 

（１０時５０分 開  議） 

休憩を解いて会議を再開します。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

いや、幌延町答えていると思いますよ。 

先ほども言ったように、インターネットで北海道の全市町村がどういう状況かというこ

とを公表しています。幌延町もその回答には答えているというか、数字が出ていますので、

出てないということは、文部科学省のこの情報どこから持ってきたのかということになる

ので、幌延はきっと答えていると思うんですけど、いろいろ多忙で分からないかと思いま

すが、どういうことが書いてあるか、これ、私の質問につながるんです。例えば、児童生

徒１人当たりの学習用コンピューター台数調査しました。全国平均一人１．１台。北海道

は平均１．１台で、幌延町も調査前の前年１．０からこの調査の時点で１．１台に更新さ

れました。一人１．１台でも全国の第４位になります。二つ目、無線ＬＡＮ又は移動通信

システムによりインターネット接続を行う普通教室の割合です。全国平均９８．３％、北

海道平均９８．６％。９８．６％も全国で２４位なんです。幌延町は１００％です。続い

てインターネット接続状況ですね。その前にプロジェクター設置率です。幌延町変わりま

した。プロジェクター設置率全国８９．６％しかないんです。北海道は７７．３％で第４

位。西天北五町見ると中川７５％、遠別７０％、遠別６８％、豊富は３８％、幌延は１０

０％です。で、インターネット接続状況です。インターネット接続状況、先ほど私、通信
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速度はって聞いたんですけど答えてくれなかったんですけども。ここでの質問は、文部科

学省は通信速度１ギガＢＰＳ以上ありますかっていう質問です。これは、全国平均で８

１％しか達成してない。北海道、都道府県の平均は５７．２％で第４５位です。幌延町は、

その質問に何て答えたか。これだけ学習コンピューターが１．１台、無線ＬＡＮも通信シ

ステムもできて、プロジェクター設置率も西天北五町の中でずば抜けていいのに、ゼロな

んですよ回答。通信速度が１ギガＢＰＳ以上ない。今、通信速度がいったいなんぼあるの

か分からなくて答えなかったのか、それとも、測ったっていうか、測定して１ギガＢＰＳ

以上なくてゼロなのか。ここを改善しないと、そこの１００万だか幾ら掛かるったけど、

きちんと改善しないといけないと思うんですよ。 

じゃあ、西天北五町はどうかというと、天塩中川の中学校、天塩中学校はオンラインの

授業はしていません。遠別中学校、豊富中学校はオンラインの授業はしていないんだけど、

学校を休んだ子供、児童、生徒と学校がその授業を通信でつないで、オンライン授業して

いますよ。で、不都合ありましたかと聞きました。遠別中学校では時々あるみたいだけど、

子供の方から不平不満はないですよと。豊富はどうかというと、不具合報告を受けていな

いで、学校休んだ生徒と学校をつないでオンライン授業していますよ。どうしてこれ、幌

延町だけインターネット接続１ギガＢＰＳ以上に答えられなかったのか。本当に１ギガＢ

ＰＳ以上なかったのか。これをまず早急に、ちょっと知りたいと思いましたが、今手元に

資料がないということなんで、ここをまず改善することだと思います。そして、学校の外

壁とか、その場所、季節、季節、日時によりますと教育次長の回答でしたけど、問寒別の

学校は外壁がガルバリウムですよ。ガルバリウムは電波を反射、吸収しやすく、Ｗｉ－Ｆ

ｉの電波を遮断することがありますと。だから外壁材もちょっと悪かったのかなと。じゃ

あ、そのためにどうしたらいいかというと、先ほど言ったように機器を増やしていこう、

業者と話をしていこうということですので、やる値はあると思いますが、いかがでしょう

か。そして、やるんであれば第２次締切りが今年の今月の６月２０日、第３次締切りでも

今年７月１８日で、国が高度無線環境整備推進事業ということで補助事業をしてますから、

これに乗っかったらどうですか。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

今、齋賀議員の方で、いろいろとお話いただきましたけれども、補助事業については委

員会としても押さえてますので、乗れるのであれば乗るというのはもちろんなんですけれ

ども、ネットワークの関係については、これまでずっと、テレビ会議システムを最初に導

入したときからずっと、こう、いろいろやってきてますが、その都度、その端末が変わっ

たりウインドウズからクロームブックになったりとかっていう条件がなかなか、いろいろ

と変わってきてますので、それによっても通信速度等が大きく関わっているというところ

でございます。 

ネットワークの速度につきましても、端末の台数等にも影響するというようなところで、

令和２年のときの設定をしたときにはベストポジションだっていうところで、いろいろな

機器を設置してますので、増やせばいいというか、増やしたら、今度、干渉という事象も

起きてくるというようなところでございます。だから、専門業者さんも、その辺も考えな
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がら設置をしているというようなことでございますので、なかなか、うまくいかないって

いうところはありますが、できるだけ通信が止まらないようにということで今後も考えて

いければというふうに思っているところです。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

設置当初は良かったんだけど、何か不具合が起きてるという報告でしたが、今、教育長

の答弁から、せっかく順調にいっていたウインドウズから、なぜクロームに変えたんです

か。そのときクロームに変えても通信業者さんサポートではいいですよと、通信大丈夫で

すよって言ってくれたんだったら、そのサポートしてくれた業者にきちんと意見を言って、

全然、不具合が大きくて困っています、そのぐらい業者さんに強く言ってもいいんではな

いかと思いますが、どうですか。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

端末数につきましては、いろいろ、ウインドウズタイプ、クロームタイプ、あと、アイ

パットということで何種類かございましたけれども、端末を使って授業をするということ

を考えたときに、一番操作がしやすくて事業者にもできるだけ負担が掛からないようなこ

とが可能だというところで端末の方を選定しております。当初は頑丈だというようなこと、

それから、あまり、そのクロームっていうのが汎用してなかったので、タブレットの導入

部分ではウインドウズタイプを選定したところですけれども、その辺も、そのときの状況

とか端末の性能とかっていうところも含めながら、今進めてきたところですけれども、今

後もそれらも勘案しながら、ネットワークを使った遠隔授業がうまく、スムーズにいくよ

うにやっていければと考えているところです。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

はい、分かりました。 

その都度、委員会、議会にも、今まで学校で、先生、生徒が使っている機械はウインド

ウズ系だから、ウインドウズにするからウインドウズのパソコン、タブレットどうですか

っていう問い掛けがあったのに、知らない間に業者の言うとおりにウインドウズよりクロ

ームがいいとか、その場その場で変えていっては、やっぱり、だから、そこでまた、教育

長も指摘するように不具合があるんではないかと思うので、当初の予定どおり、最初のお

話のとおり、今まで入れてきたウインドウズ系なんだからそれで行くよと言ってればうま

くいったんではないかと思いますけれども、いち早く、とにかく、今の現状で、より良い

環境で幌延中学校と問寒中学校がオンライン授業できるように、アセスメント受けたり業

者さんとお話ししたりして、改善策を１日も早く見つけて、新しい学校の実施設計に向け

ていかないと、新しい学校では今の学校の生徒が授業を受けれないですから、今の時代し

か受けれない、今日しか受けれないので、早急にお願いしたいと思います。 

それから、避難所のお話なんですけども、幌延小学校の避難所のお話を聞いたんですが、

幌延町全域から避難の皆さん受け入れるというふうな教育長のお話がありましたが、幌延

町が指定している指定緊急避難場所と指定避難所、福祉避難所というのがホームページ上

で紹介されています。幌延小学校は指定避難所で想定収容人員は９０人です。指定緊急避

難所として幌延小学校は９０人、小学校のグラウンドに１，９００人、幌延中学校３００
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人、幌延中学校グラウンドに１，９００人となっていますが、これらの指定人員も、それ

から全て変わってくると思うんですよね。それで幌延町全域で受け入れるということにな

らないと思いますが、そこ、どうですか。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

避難所の関係ですので、担当しております私の方からちょっと答弁させていただきます。 

まず、今、齋賀議員の方から御指摘ありましたとおり、避難施設に関しましては、避難

所と避難場所ということで明確に分かれているということで、今回、この小中一貫校の整

備方針載っているのは、この避難所機能を備えたということですよね。まさに避難所の方

になります。 

避難所というのはどういうことかといいますと、何かしら災害が起きて被災された方が

自宅の方に戻ることが難しくなっている場合、こういう場合に、この避難所に中長期的に

避難していただくということを想定しております。ですので、よくテレビなんかで公開さ

れていますけども、避難所生活をしているというのは、まさにこの避難所ということにな

りますので、この自宅に戻れない方が何名いらっしゃるのかということをきちんとこの災

害対策本部の方で把握した後、こちらの方から開設すると、こちらの方に避難してくださ

いとするのが、まさに避難所という形になります。ですので、これは自主的に避難してい

ただく場所ではなくて、災害対策本部が開設をした後、特定の人に避難していただくと、

これが避難所になります。避難場所というのが、今、まさに自主的に避難していただく場

所になりますので、皆さん方が何か災害があって避難しなければならないと言ったときに

避難していただく場所になりますので、こちらに関しましては、各自、その場所に随時、

その近くの所に避難していただくと、一時的に避難していただきます場所という形になり

ます。 

先ほど人数の関係等も収容人数、こちらに関しましても御質問ありましたけども、こち

ら関しましても、当然、小中一貫校できましたら、その規模ですとか収容可能人数という

ものも当然見直しをかけて、防災計画の方も修正をしていくということを考えております。

以上です。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

ありがとうございます。 

災害に遭った場合に、家庭科室、それから屋外トイレとか転用をしてスペース使えるよ

うにしたいということですが、学校には備品がたくさんあります。だから、学校には防災

備蓄倉庫というのを１階部分に設けていますよね。災害になったら、先ほど言った家庭科

室にあるガス台とかも、今後、炊事場として使うんだろうと思います。何人入るかは、こ

れから検討していくということなんですが、学校には、やっぱりガスコンロも必要かもし

れないけども、カセットコンロも用意して、学校に収容できない避難された方々にカセッ

トのガスコンロを貸出して、災害時の炊事とかに役立ててもらうように考えてはいかがか

なというふうに思います。 

防災備蓄倉庫、ここにはどんなものが入る予定と聞いても、今決まっていないと思いま

すけど、これも、今現在の話します。防災備蓄倉庫があっても、きちんと管理をしないと
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全く駄目だと思います。問寒別の学校にも防災備蓄倉庫というのがあって、物が入ってい

ます。今日、現在、そこに入っているものは賞味期限も消費期限もみんな切れています。

水までもが賞味期限、消費期限切れているんですよ。これは、昨日、今日切れたんじゃな

くて、もう数年前から切れて、教育委員会で点検には来てくれるんだけど補充してくれな

いから、入替えしてくれないから全く備蓄倉庫の役目というか学校で保管している、もう

厄介者になってしまいますよ。こういうことをやっていかないと新しい学校を幾ら整備し

て防災備蓄倉庫を造っても管理できないんじゃないかと思うんですよね。せっかく、今、

実施設計に向けてんですから、そういうことも念頭に置いて、出し入れがしやすい防災備

蓄倉庫はどんなのも造ればいいのかっていうのを検討いただきたいと思いますが、なぜ、

こういう状況なのか、まず、お話しください。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

防災備蓄の関係ですので、私の方から御答弁させていただきます。 

もう本当にお謝りするしかないというような状況であります。今現在、問寒別の方も食

料品ですとか賞味期限が過ぎているということを最近になって、ようやくちょっと、私の

方でも把握できたというようなところで、非常に怠慢だと言われてしまえば、もう、その

とおりだというふうに考えております。こちらに関しましても早急に、きちんとした賞味

期限が確保されている食料品ですとか、そういったものをきちんと備蓄できるように、ま

た、そういったものを一覧表等できちんとローテーションを組めるように、今、現在、内

部でそういった仕組みづくりを進めている状況でございます。ただ、今現在、もうないと

いうことですので、そこに関しましては、早急に対応したいというふうに考えております。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

いや、ないんじゃなくて、あるんですよ。賞味期限、消費期限過ぎたものがいっぱいあ

る。それとね、今やらなくちゃいけなくて、学校を実施設計に向けていけないこと、もう

一つ、先ほど言いました図書館のことですね。これからそういう図書館、学校の図書館、

学習センターの図書館、改修したり耐久化、いろいろなことでやるときに、人口が少なく

なっていたら、二つより一つにした方がいいんじゃないかなという教育長のお話かと思い

ます。じゃあ問寒別の場合もそうなんですか。問寒別の学校、生徒数１２人、町民３００

人いるかいないのか、学習センターと学校に図書館が一つずつあります。問寒の学校も念

頭に置いて、そういうふうにしていかないとならないというお考えで、町内会長会議でお

話しされたんでしょうか。年に１回の町内会長会議ですよ。町内会長は、きっと今年１年、

幌延町はどんなことをするんだろう、どんな行事があるんだろう、どんな町内会長の役目

があるんだろうということを楽しみにして聞きにきたんですけども、私としては、新問寒

別町内会長としては、図書館が一つになるかもしれないという何か暗いというか、そうい

う、せっかく利便性のある、二つある図書館なのに、もっと有効に活用できないかなとい

うふうに思いました。図書館のことを、通信設備のことを、避難場所のこと、いろいろお

話ししましたが、どれもこれも今やらないと新しい学校が整備されても、そのときやった

んでは間に合わないので、今から少しずつ準備していきませんかという私の質問です。こ

れ、最後に問寒別の図書館もそういうお考えなのかをお伺いして、質問を終わります。 
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教育長 伊 藤 一 男 君 

お答えいたします。 

一つにするっていうことを言っているわけではなくて、将来的にそういうことも、あっ

ても対応できるような施設づくりをしていきたいということで、町内会長会議でもお話は

しているんですけれども。ですので、問寒別の図書館をなくすとか、そういうことは全く

考えておりませんので、よろしくお願いいたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これにて、７番 齋賀 弘孝 君の質問を終わります。 

以上で、通告を受けた一般質問は、すべて終了しました。 

ここで、１１時２０分まで休憩いたします。 

（１１時１０分 休  憩） 

（１１時２０分 開  議） 

休憩前に引き続き再開します。 

ここで、先ほど、一般質問、齋賀議員の質問に対しての答弁として、教育次長、古草勝

君から答弁がございます。お願いします。 

教育次長 古 草   勝 君 

先ほど、通信回線のスピードのお話ございましたけども、調査の関係ございましたけど

も、まず、幌延町の契約している回線の種類につきましては、ＮＴＴのファミリータイプ

ハイスピード最大値で１ギガビットの通信回線を契約しております。こちらにつきまして

は、ベストエフォート型の回線ということで、最大値は１ギガでございますけども、必ず

１ギガ出るというものではなく、その使用状況によって回線の速度が上下するという形に

なります。 

調査の回答内容ですけども、本町におきましては、そういった観点から１００メガから

１ギガビット未満という回答を各学校で出しております。よって、幌延町内で１ギガビッ

ト以上と回答した割合というのはゼロということで調査報告をしております。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

日程第６ 報告第１号「専決処分の報告について」の件を議題とします。 

報告第１号について、提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

報告第 1号「専決処分の報告について」提案理由を申し上げます。 

御報告いたします専決処分は、令和６年第３回幌延町議会臨時会において工事請負契約

の締結について議決いただいき、翌、令和７年第２回幌延町議会定例会において工事請負

契約の変更について専決処分したことを御報告いたしました令和６年度施行町道３条仲通

線下水道管路改修工事について、再度、設計変更により、契約の変更を行う必要が生じた

ことから、地方自治法第１８０条第１項及び町が指定する専決処分事項の規定に基づき、

令和７年５月２１日付けで専決処分いたしましたので、地方自治法第１８０条第２項の規

定により御報告申し上げます。 

変更の内容につきましては、契約金額１億７０９万６千円を設計変更より１億６８８万
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７千円に、２０万９千円減額するもので、変更の主な理由といたしましては、概数で算定

しておりました下水道管埋設工事施工等に伴い、発生するコンクリート殻等の産業廃棄物

処分数量確定値が概数を下回ったことによるものです。 

以上、報告第１号「専決処分いたしました工事請負契約の変更」に係る提案理由といた

します。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

ただいま、議題となっております報告第１号は、報告済みといたします。 

日程第７ 報告第２号「令和６年度 幌延町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい

て」の件を議題とします。 

報告第２号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

報告第２号「令和６年度幌延町一般会計 繰越明許費 繰越計算書の報告について」提案

理由の説明を申し上げます。 

この度報告いたします繰越明許費については、令和７年度に繰越して使用することとし

て、令和６年９月定例会、１２月定例会、令和７年３月定例会及び５月臨時会で、それぞ

れ議決並びに承認いただきました令和６年度幌延町一般会計補正予算で設定した五つの事

業に係る繰越明許費の繰越計算書を調製しましたので、地方自治法施行令第１４６条第２

項の規定により、議会に報告するものです。 

議案２ページ目の令和６年度 幌延町一般会計繰越明許費繰越計算書を御覧ください。 

翌年度に繰り越す事業及び繰越額は、３款２項、児童福祉費の児童福祉施設冷房設備整

備事業４，１０６万６千円、４款１項、保健衛生費の出産・子育て応援事業１２１万６千

円、８款１項、土木管理費の土木総務管理費３，０４９万２千円、同じく３項、都市計画

費の下水道事業会計補助金１，８１０万円及び１０款４項、社会教育費の幌延町民プール

補修事業１，６０４万９千円です。 

翌年度繰越額の合計は１億６９２万３千円で、財源内訳は未収入特定財源の国道支出金

が１２１万５千円、地方債が５，５５０万円で、一般財源が５，０２０万８千円です。 

各事業の財源内訳については、繰越計算書に記載のとおりです。 

以上、報告第２号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

ただいま、議題となっております報告第２号は、報告済みといたします。 

日程第８ 報告第３号「有限会社 幌延町畜産振興公社の経営状況報告について」の件

を議題とします。 
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報告第３号について、提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

報告第３号「有限会社幌延町畜産振興公社の経営状況について」地方自治法第２４３条

の３第２項の規定に基づき、別にお配りした経営状況報告書により御説明いたします。 

初めに、令和６年度事業報告を御覧ください。 

令和６年度の事業につきましては、放牧地及び附帯施設の維持管理等に加え、令和５年

度と同様に東ケ丘スキー場の管理委託業務を受託いたしました。 

預託牛につきましては、酪農家戸数及び飼養頭数減少等の要因により、前年度と比較し

て８３頭減少し、５４４頭の受け入れ、増体及び繁殖業務につきましては、関係機関協力

の下、業務を遂行した結果、例年並みの成果を得ております。なお、預託牛に関する事故

につきましては、関節炎感染症による廃用が１件でございました。 

次ページの貸借対照表を御覧ください。 

資産の部のうち、１流動資産の主な内容につきましては、定期預金が５００万円、預金

が１４３万４，７１８円、東ケ丘スキー場管理委託料４月入金分に係る未収入金が１２５

万１，８００円で、流動資産合計は７６８万６，５１８円。２固定資産につきましては０

円でございますので、資産合計は流動資産合計と同額の７６８万６，５１８円です。 

続きまして、負債の部のうち、１流動負債の主な内容につきましては、未払消費税等が

２１２万３，４５６円、預り金が２６万１，６６７円で、流動負債合計が２３８万５，１

２３円、負債合計につきましても、同額２３８万５，１２３円円です。 

続きまして、純資産の部のうち１株主資本につきましては、資本金が５００万円、２剰

余金につきましては、前期繰越利益金が３５万６，６０２円、当期利益金がマイナス５万

５，２０７円で、剰余金合計は３０万１，３９５円で、資本合計は５３０万１，３９５円、

純資産合計も同額の５３０万１，３９５円で、負債及び純資産合計は７６８万６，５１８

円です。 

次ページの損益計算書を御覧ください。 

１営業損益の部（１）営業収益合計は５，９２４万５，９００円、令和６年度につきま

しては、預託牛頭数の減少に伴う受託事業収入の減額等により（２）営業費用合計５，９

３０万５，０２７円を差し引いた営業利益はマイナス５万９，１２７円となりました。 

次ページを御覧ください。 

続きまして、２営業外損益の部につきましては、（１）営業外収益が３，９２０円、

（２）営業外費用は０円でございますので、営業外利益は３，９２０円です。したがいま

して、経常利益につきましては、営業利益マイナス５万９，１２７円に営業外利益３，９

２０円を加えたマイナス５万５，２０７円となり、当期利益につきましても、同額のマイ

ナス５万５，２０７円です。 

次ページの株主資本等変動計算書を御覧ください。 

純資産に係る前期末残高５３５万６，６０２円から当期の変動を反映した当期末残高は、

５３０万１，３９５円です。 

次ページの個別注記表を御覧ください。 
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個別注記表には重要な会計方針に係る事項及び株主資本等変動計算書に関する注記を記

載しています。 

次ページの令和７年度事業計画を御覧ください。 

１草地利用計画につきましては、各団地合計で総面積１，１６１．８ha、草地面積８２

３．３ha、牧区数９６牧区と全て各団地昨年度と同数値で計画しており、２放牧計画につ

きましては、放牧頭数合計を昨年度の５８０頭より１００頭少ない４８０頭で計画してお

ります。 

最後に、次ページの令和 7年度収支予算書を御覧ください。 

予算総額は６，３３２万９千円で、収入の主なものは、町営草地管理に係る受託事業収

入６，１４８万１千円、駆虫薬代金等に係る雑収入１５４万６千円。 

支出の主なものは、職員５名分の給料１，６７１万２千円、期末手当等の職員手当７５

７万７千円、社会保険料等の法定福利費５５４万円、臨時雇用に係る賃金７０４万９千円、

草地整備に係る複合肥料や土壌改良材等の購入に係る肥料費１，０６２万９千円、電気柵

補修材等の購入に係る原材料費２１６万５千円を予定しております。 

以上、報告第３号の提案理由といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

６  番 無量谷   隆 君 

今年度、問寒別地区からの入牧が南沢団地に集約して入牧されたっていう話なんですけ

ど、その入牧代が割高になると思うんですけれども、その辺の配分は、どのようにやって

おりますか。 

産業建設課長補佐 新 野 貞 治 君 

ただいまの御質問なんですけども、入牧の計画頭数と、今年の実際の入牧した先の頭数

っていうことで、よろしいでしょうか。 

（無量谷議員「はい」） 

まず、７年度の事業計画の方、予算策定時から算出した合計頭数の方が４８０頭という

ことで、こちらの方、例年の各団地に預けていただいてる農家の方の割り振りの数字で、

大体、見積もった計画となっております。 

議員、先ほどおっしゃいましたように、今年の３月末から５月いっぱいにかけて、問寒

別地区の方で牛のサルモネラ症の発生がございました。それに関係する農場の牛とそれ以

外の農家の牛につきまして、ちょっと預かる団地の方分けようということで、問寒別団地

の方にこのサルモネラ症に関係する牛の方を入れたと。それ以外の牛については南沢の方

に運んで入牧させたというような現状でございます。 

頭数につきましては、南沢団地の方が３０７頭を現在入牧時には入ってございます。 

問寒別団地の方については１５４頭、今年入牧したというような状況がございます。 

先ほど、少し入牧料が変わるとかっていう御質問の中身があったかなと思うんですけど

も、放牧料の方はどちらの団地に入っても町の方は変わらないということになっておりま

す。ただ、運搬については各個人にお願いしておりますので、運搬に掛かる費用、こちら
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の方が距離が延びて変わるかどうかちょっと分からないんですけども、個人負担の方は例

年と同じ運搬賃で、多分運んでもらえてるのかなというふうに、ちょっと、私の方は理解

しております。以上です。 

６  番 無量谷   隆 君 

どこの団地入れても例年並みの運搬賃ということで、自己負担するというような形と思

うんですけども、今回初めてのことで、問寒別地区の牛をこっちの南沢団地に運んだとい

うことになれば、やはり距離的には、かなりキロ数的にはあるのかなと感じはするんです

けども、その辺の配慮は、農家負担になるのか、その辺、確認したいんですけど。 

産業建設課長補佐 新 野 貞 治 君 

運搬の距離が延びて農家の負担が増えたのかというような御質問ですけども、まず、手

間の部分、労力の部分でいきますと、まず、入牧の方が３日日程で今年行っております。

おおむね１５０から１８０頭くらい隔日で運んでいるところなんですけども、農家の方に

おかれましては、畜舎の方まで運搬車両が行って、そこの積込みだけということで、近年、

自分で運ぶ方がほぼゼロと、いらっしゃらないということで、全て農協さんの車両か農協

さんの方が手配された庸車で運搬かけていますので、距離が延びて農家個人で苦労すると

いうようなことは今年度なかったというふうに考えております。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

東ヶ丘スキー場の管理委託について伺います。 

昨年度、スキー場オープンして間もなくリフトが故障して動かなかったということで、

この管理業務は、スキー場クローズするまでやったのか、これ。 

産業建設課長補佐 新 野 貞 治 君 

議員の御質問にお答えいたします。 

今年度もスキー場の管理委託を畜産振興公社の方で受けてございます。 

議員おっしゃるとおり、スキー場オープンから間もなくリフトの稼働の方が故障により

停止しております。日付的に私の方で押さえているのが、スキー場のオープンが年を明け

て１月７日だったと思います。その後、１月１０日頃にリフトの稼働が安全上確認できな

いということで停めてございます。これに関して、受託を受けている教育委員会の方と畜

産公社の方と協議して、契約の内容、作業の内容を変更してございます。 

変更の中身としては、圧雪業務は通常どおりやるというのと、リフト動かなくても利用

の方がいるということで、利用者の監視ですとか、何かあった場合の連絡を取れるための

人員配置ということで業務内容を変更しているということでございます。これの変更につ

きましては、設計変更していただいて、契約金額を減額した中で受託しているというよう

な状況でございます。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

ということは、事業報告で管理委託業務を受託し、増収を図ったって書いているですよ。 

これ、減収じゃないですか、これ。 
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産業建設課長補佐 新 野 貞 治 君 

令和７年度の事業計画の中にもございますけども、このスキー場の委託につきましては、

毎年、毎年のことというふうに公社の方は考えておりますので、令和６年度の計画の中に

も委託料としては予算の中で計上しない中で運営をしていたというところでございます。

そんな中でスキー場の委託業務を冬季に受けて、その部分は計画上見込んでいなかったの

で増収というような表現になっておりますので、御理解のほどをよろしくお願いします。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

スキー場の管理委託業務ちゅうのは、どこまでの範囲を管理業務っていうんですか。 

雪をならすとっから始まってリフトを運行するまで、そのリフトの管理運営も含んでい

るんですよね。 

産業建設課長補佐 新 野 貞 治 君 

変更前の受託業務の中身でいきますと、利用者の案内誘導、改札及び乗降時の補助です

とか原動機及び関連機器、搬機、柵状支柱等の検査ですとか、整備、補修というものも入

ってございます。それに圧雪車による圧雪、それからスノーモービルの運転だとかに関す

る管理日誌の記帳ですとかゲレンデ及びスキー場施設の整備点検なんかも委託管理の中に

は含まれてございました。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

その管理業務の内容を聞いたっちゅうのは、リフトの当然管理運営も含まさってね、運

営は別として、管理するのに、この間の教育委員会の説明では、その後、業者に来てもら

って検査したところ、グリスを注したら直ったっちゅうんですよね。そんなね、初歩的な

ミスっていうかさ、管理運営も任されてるんだら、その試運転もきちっとしたんじゃない

ですかそれ。そこ、なんで停まるようなことが起きたんですかこれ。これ管理運営する側

の責任じゃないですか、これ。 

産業建設課長補佐 新 野 貞 治 君 

すいません。グリスをさして簡単に治ったというようなことは、ちょっと、私の方で把

握していないところです。 

施設のリフトにつきましては、異音がするというようなことで、管理点検の中で異音を

発見して、委託先、委託を受けてる教育委員会の方に報告して、その後、安全上確認でき

ないので停止しているというようなことで理解しております。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今の答弁なら、聞いてないって話なんだけど、我々、議員全員聞いてますよ。幌延町の

スキー場としてオープンできなかった理由が、そのとこにあるんですか。 

町長、この見解どうなんですか、これ。今後のことも含めてなんですけど、前回、報告

受けたときは町長もいなかったんで質問なしにしたんですよ。報告だけ受けましょうとい

うことで。 

今後の継続するかしないかということもあるんで、町長の判断を仰いで、今後どうする

かという議論始まるんですけど、今の振興公社と教育委員会の話、全然、食い違ってるん

じゃないですか、これ。町長も知らなかったんですか、これ。 
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町  長 野々村   仁 君 

異音がする。グリスを入れたときに音が一時停まったというお話のところだと思うんで

すけども、その部分では異音がしないけども、安全の確保ができないんで、そのまま停め

たということをお聞きしております。 

最終的に、それがどういう状態で使えるのかっていうのは、今後につけて業者が手がす

いたときに、再度、細部によって点検をするということを聞いてはございます。それによ

って、今後、修繕をするのか、今のまんま安全をもう１回安全が確保されたとするなら、

そのまま動かして、悪い所だけを修理をしていくのか、その方向を見定めるという今の時

期だと私は考えていますけど。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

起きてしまって、今、町長が言うとおり、完全にね、修理が完全でないちゅうことも確

認もしてないんで、これからの議論に始まるんだけど、そういうことでね、今年の事業計

画にも、この委託事業載せていますよね。載してない。ああ、そうかい。それならいいん

だけど、これから、その先の話なんだけど、町長として、いつ頃をめどにして、今まだ夏

なんだけど、今日、明日発注したからってできる事業でないですよね。スキー場の運営、

リフトの運営、今後も含めて、いつまで期限を区切ってやるのか、やらないのか、次年度

に持ち越すのか。その辺の見解、町長が最後に伺います。 

町  長 野々村   仁 君 

まさに本当に、即、直るような話ではございませんので、もしか機械的な部品的な故障

だとすると、全て当時の部品というのが、共通部品はないそうです。全て１からオプショ

ンで作り上げていくという形になりますから、大方、半年以上の期間がそれを発注したと

きからも掛かってしまうということになります。そういうことを聞くだけでも、今、再度

点検をしながら、それが本当にしっかりした点検になるのかどうかっていうのも明白では

ないですけども、本当に今のものが使え、議員がおっしゃるとおり使えるものか使えない

ものかというのが、音はなくなったということだけは事実なところでもあります。ただ、

安全確保ができないけども壊れた箇所によっては部品が割れている、欠けている、そうい

うこと自体もきちんと調査をすれば分かるという業者の方のお話だということで、今、そ

れに向けて、多分、教育委員会の方で進めてくれてるもんだと思っています。その検査が

終わったときに、そういう金属片が混ざってるか混ざってないかによっては、全てを交換

していくっていうことになりますと、発注に６か月以上、それから組立てに冬場はやれな

いんで夏場ということになると１年以上とかっていう、その長いスタンスが掛かるという

ことで、本当に急いでやっていかないと、そのスタンスはどんどん広がっていくだけとい

うことで、再開のめどがどういうふうになるかというのは、今後、本当に議論を要すると

ころだと私ども思ってますけども、何せ、そこは業者間との間、それぞれ、もう春スキー

も全て終わって、それぞれ、その期間としては、どういう形でしまい込んでるっていうか、

多分、全てのメンテナンスをやって、大きなところをしてる業者さんなんでしょうから、

もう北海道に１社かないのか分からないですけど、それ自体が、業者があんまりいないと

いうことをずっと聞いていますので、その時点では、やっぱり来てくれて点検するのを今、
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私としては待っているという状態です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

スキー場の話になっていますので、畜産振興公社の話に留めてください。お願いいたし

ます。 

ほかにございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

ただいま、議題となっております報告第３号は、報告済みといたします。 

ここで、昼食のため１３時５分まで休憩します。 

（１１時５１分 休  憩） 

（１３時０５分 開  議） 

休憩前に引き続き会議を再開します。 

日程第９ 報告第４号「株式会社 幌延町トナカイ観光牧場の経営状況報告について」

の件を議題とします。 

報告第４号について、提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

報告第４号、株式会社幌延町トナカイ観光牧場の経営状況について、地方自治法第２４

３条の３第２項の規定に基づき、別にお配りした経営状況報告書により御説明いたします。 

初めに、令和６年度事業報告を御覧ください。 

令和６年度のトナカイ観光牧場入場者数につきましては、国内旅行需要の高まりや利尻

礼文サロベツ国立公園５０周年関連事業を始めとした各種イベントの実施等に伴い、上期

は前年度比２．７％の増加、下期につきましては、団体旅行受入れやイベント開催に努め

たものの、冬季間の集客が伸びず、前年度比７．１％の減少、令和６年度通年での入場者

数は４万５，９０４人と、前年度と比較して１．４％、６３９人減少いたしました。また、

平成３０年度から幌延町の学術研究、産業及び地域の振興を図ることを目的に運営する幌

延町産業地域振興センターの管理業務を引き続き受託し、加えて、幌延町のＰＲ、交流人

口及び関係人口の増加に資することを目的に特産品の開発や販売等に努めました。 

次に、貸借対照表を御覧ください。 

資産の部のうち、１流動資産の主な内容につきましては、普通預金が２８９万６，６９

３円、仕入れ商品の在庫を示す商品が４２１万３，９０３円、新樽製造用の製材及び乾燥

処理済みのナラ材等について資産計上した貯蔵品が１０８万６，１５５円、年度末の売上

等に係る未収入金が１６５万８，４４１円で、流動資産合計は１，００９万７，８８７円。

次に２固定資産につきましては、建物、工具・器具及び備品合計が１９８万１５３円。こ

れに酒類仕入取引に係る保証金１０万円及びオリジナルＬＩＮＥスタンプ制作に係る開発

費１４万６，２５０円を加えた資産の部合計は１，２３２万４，２９０円です。 

続きまして、負債の部のうち、１流動負債の主な内訳につきましては、年度末に債務が

確定した令和７年３月分の給与費及び施設電気料金等に係る未払費用が４１７万４８４円、

未払法人税が６２万１，７００円、未払消費税が１６４万６，９００円で、流動負債合計
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が６５３万４，７８９円。これに３年の割賦で取得した冷凍自動販売機に係る長期未払金

１４万２千円を加えた負債の部合計は、６６７万６，７８９円です。 

続きまして、純資産の部のうち、１株主資本につきましては、資本金が２千万円、２剰

余金につきましては、前期繰越利益金がマイナス１，６４３万１，２７２円、当期利益金

が２０７万８，７７３円で、資本合計は５６４万７，５０１円、純資産合計も同額の５６

４万７，５０１円で、負債の部及び純資産の部の合計は１，２３２万４，２９０円です。 

次ページの損益計算書を御覧ください。 

１営業損益の部（１）営業収益合計は５，４１２万４，３７３円、令和６年度につきま

しては酒類やご当地キャラクターグッズなどをはじめとする地域商品の販売促進、加えて

従前より主な収入源としておりましたトナカイ貸出しの需要増加や団体旅行受入れに伴う

トナカイそりの有料運行等により（２）営業費用合計５，１６１万３，３６６円を差し引

いた営業利益は２５１万１，００７円となりました。 

続きまして、２営業外損益の部につきましては、（１）営業外収益が２８万７，４０７

円。これに繰延資産償却に係る（２）営業外費用９万７，９４１円を差し引いた営業外利

益は１８万９，４６６円です。従いまして、経常利益につきましては、営業利益２５１万

１，００７円に営業外利益１８万９，４６６円を加えた２７０万４７３円となり、この額

から３特別損失の部に計上した法人税、住民税及び事業税６２万１，７００円を差し引い

た当期損益は２０７万８，７７３円です。 

次ページの株主資本等変動計算書を御覧ください。 

純資産に係る前期末残高３５６万８，７２８円から当期の変動を反映した当期末残高は

５６４万７，５０１円です。 

次ページの個別注記表を御覧ください。 

個別注記表には、重要な会計方針に係る事項及び株主資本等変動計算書に関する注記を

記載しています。 

最後に、次ページ以降の令和 7年度収支予算書を御覧ください。 

トナカイ観光牧場管理と産業・地域振興センター管理に関する収支予算を分けて作成し

ています。 

トナカイ観光牧場管理に関する収支予算につきましては、収支ともに３，７１６万２千

円で、収入の主なものは、トナカイ貸出し３８１万円、地域特産品等の販売収入５５３万

６千円、施設運営に係る町からの受託事業収入２，７２４万８千円を見込んでおり、支出

の主なものは、トナカイ飼育及び観光振興業務等に従事する職員に係る給与１，０４６万

３千円、販売商品の仕入れ４３６万３千円、水道光熱費５４４万１千円、トラクター及び

冷凍自動販売機等に係る賃借料１３５万８千円、トナカイの診療及びミズナラ樽製造等に

係る手数料２３７万４千円、トナカイの飼育指導及び施設管理に係る委託料４３３万４千

円、トナカイ飼育に係る飼料費２３７万９千円を予定しております。 

次に、次ページの産業・地域振興センター管理に関する収支予算につきましては、収支

ともに１，３７７万円で、受託事業収入につきましては、センターの指定管理に係る受託

収入１，０２３万２千円に施設の清掃業務受託に係る収入３２３万４千円を加えた１，３
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４６万６千円、駐車場敷地に係る除雪費用負担金、高所清掃作業に係る作業車両手配費用、

移住促進住宅清掃業務等に係るその他収入が３０万４千円。支出の主なものにつきまして

は、施設管理運営及び清掃業務等に従事する従業員に係る給与が７６３万５千円、施設周

辺の除雪、税理士及び雇用保険・労災保険事務等に係る委託料が２３７万９千円を予定し

ております。 

以上、報告第４号の提案理由といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

１  番 高 橋 秀 明 君 

質問を申し上げます。 

まず、今年の決算について、今年度、旅費交通費は５６万８，４２３円、これが計上さ

れているんですけども、例えば、一昨年とかは７万幾ら。昨年については２７万５千幾ら

と急激に増えているんですけど、その内容について御説明お願いいたします。 

産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

御質問にお答えをいたします。 

旅費交通費に関しましては、トナカイの貸出しに係る経費となっております。 

こちらについては、件数の増減、また、日程によって金額が左右されるということにな

ります。近年、コロナ禍以降、徐々に貸出しの件数が伸びておりますので、それに比例し

て見合い分として旅費交通費も伸びているということになります。よろしくお願いします。 

１  番 高 橋 秀 明 君 

そして、例えば、トナカイの貸出しについて旅費が掛かったって今説明されたんですけ

ども、例えば、近間で、道内だと思うんですけども、どちら方面で掛かったかと、その点

について御説明をお願いいたしたいと思います。 

産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

お答えいたします。 

どちらの方に貸出しに行ったかということなんですけど、道内が中心であります。 

道外の方については、近年対応はしてございません。 

遠方の方に行きますとニセコ町の方になります。近間でいきますと、雄武町ですとか、

あとは、白老の方にも６年度については貸出しの方に行っております。 

１  番 高 橋 秀 明 君 

分かりました。 

それで、同じ決算で広告宣伝費、これが１６万３千何がしかになってるんですけども、

これについては、その前年度とかが、例えば６０万だとか、平成５年、平成６年度の決算

でどちらも６０万ぐらい付いているんですけども、その点との差をちょっと説明いただき

たいと思います。 

産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

御質問にお答えをいたします。 

広告宣伝費に関してなんですが、どういった媒体に載せるかというものもありますし、
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あと、こちらについては、ＰＲに係るノベルティですとか、そういったものの提供に係る

費用も、こちらの方に載せております。ですので、これについては固定されてるものでは

なくて、そのとき、その都度、流動的に効果があるものについては出していくということ

で取り扱っております。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに、ありませんか。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

関連で伺います。 

トナカイの貸出しの件数、もし分かれば、昨年と今年度との比較、対象も含めてお知ら

せ願いたいと思います。 

産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

はい、お答えいたします。 

令和６年度につきましては、貸出しの件数としては６件ございます。そのうち１件が長

期の貸出しということで、スポットの貸出しは５件、長期１件の計６件となっております。 

令和５年度なんですけど、件数的にはほぼ同数ということになってはいるのですが、長

期の貸出しについては、コロナ禍以降なかなか伸びなくて、令和６年度から長期の方がち

ょっと復活をしたというか、お声がけをいただくようになったということで、その辺につ

いては貸出しの料金というか収入に掛かる増と起因しているのかなというふうに思います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

分かりました。 

貸出してみて、どのような反響。 

こないだ新聞、ちらっと枝幸だか、あっちの方に貸出した保育所のお話が載ってたんで

すけど、子供たちは大変喜んでいたという話があるんで、やはり、トナカイに乗るという

自体が珍しいもので、もう少しＰＲっていうか、宣伝をした方がいいんじゃないかと思う

んですけど、その方法として何か考えています。 

産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

お答えいたします。 

ほぼトナカイの貸出しということで、業務として伺っております。 

それで、反応としては非常に皆さんやっぱり本物のトナカイを見るっていう機会はそう

そうないということで、幌延町にトナカイがいるんですよということを申し上げると、行

ったことがあるという声も聞いたこともございますし、大半の人がいるんですねというよ

うなことでしたので、まだまだ知名度といいますか、認知度については、まだまだ上げて

いかなきゃいけないんだろうなというふうに思っております。我々も、方々で貸出しをし

ていただいた際に、その借主というか現地の方で幌延町からトナカイが来てるんですよと

いうことで紹介もいただいておりますし、場合によっては、新聞社といいますか地方の方

が取材に来られて、実際にトナカイ乗られてるお子様たちからインタビューをされたり、

取材をされたりなど、いろいろとＰＲの方にはつながっているのかなと思いますが、今後、

さらなる宣伝、幌延町のＰＲと幌延町イコール、トナカイというふうになるように、頭を



31 

 

ひねりながら考えていきたいなというふうに思っています。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

そのことについて、今、伊山君が言った専門分野なんですけど、近い将来ね、これをど

んどん波及していくには、人材育成ちゅう面でも、特殊な動物なんで危険に当たるかどう

か分からないんですけど、そういう扱いをするのに担当職員として育てていくことも必要

でないかと思うんですけど、そういう努力はされていますか。 

産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

お答えいたします。 

トナカイに関しては、やはり、普通の動物とは違って扱いも非常に難しいということで、

今のところ、導入当初、問寒別の方でトナカイを家畜として飼養されている、御存じのこ

とだとは思うんですが、その方が第一人者であるという認識は、私たちも変わってはおり

ません。それで、後進の育成ということなんですが、これまでもそういった後任のトナカ

イの方の飼育をしっかり携わっていただける方の育成というのは課題となっておりまして、

いろいろ、これまでも取り組んでまいりました。令和６年度、協力隊が着任されまして、

その中の１人はトナカイに特化した方ということで、日々、トナカイの飼養に関すること

で、見ながら、お世話をしながら学んでいってくれているということで、自身もやはりト

ナカイのことをかなり気にかけて見られているということで、うまくその方が今後引き続

きやっていただけるような人材となっていただければなというふうに我々のほうとしては

考えております。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

よく分かりました。その点は十分よろしくお願いしたいと思います。 

次に、その営業について、今年の収支予算書を見たら、餌の売上げがゼロになっている

んですよね。で、皆さんに聞いたら、いや最近ゼロなったんだって話。 

昔は有料だったと。僕の記憶では有料になっていた時代しか知らないんですけど、何で

これ、餌、無料になったのか、経緯と、この牧場自体が赤字経営なのに、一生懸命、営業

努力するちゅうか、売上げを伸ばすべき部署がね、また、小さい金額かもしらんけど、何

で餌代無料にしてまで入場者を募ろうとしているんですか。それと、以前、民間の方にこ

の管理運営を委託した経緯がありますよね。今はトナカイ観光牧場が経営しているんです

けど、その当時は支配人役がいたんですけど、この株式会社になってから、その支配人役

っちゅうか、いるのか、いないのかと、従業員は幾ら、何人いらっしゃるのか伺いたいと

思います。 

産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

御質問にお答えをいたします。 

まず、餌の関係なんですが、指定管理を株式会社幌延町トナカイ観光牧場が受けており

まして、支配人管理業務等については別な事業所さんにこれまでお願いをしておりました。

ちょっと、記憶がちょっと定かではないんですが、餌代については、今のトナカイ観光牧

場の管理をいただいている安心生産農園には変わっております。そこの収入として、餌代

については上げたいということで、これまで株式会社幌延町トナカイ観光牧場の方で受け
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ていたものを、餌については入られた事業者の方に準備から含めて切替えて、そちらの方

の収入に充てているということで、餌代の方の収入がゼロということになっております。 

あと、支配人管理業務については、委託の中で安心生産農園さんの方に施設の維持管理

含めて、清掃も含めて、案内も含めてお願いをしておりますので、そちらの方に充ててお

ります。なので、固定された支配人というものは常駐しておりません。設置はしておりま

せん。あと、従業員数なんですが、こちら、会社の従業員数ということでよろしいでしょ

うか。令和６年度３月末の時点で１５名となっております。それで正職員が３名、パート

従業員が１２名、合わせて１５ということになっております。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

餌代のことに入るんですけど、以前は有料で安心農園、それ、多分、北星園のことを言

っているんですよね。そちらは、食堂経営の方ですよね。何でその後、要するに北星園の

方に趣を受けたから、そっちに補填してるっていうことに聞こえるんですけどね、トナカ

イ観光牧場自体が赤字なんだよ、これ。赤字なのにね、少ない収入源かもしらんけど、何

で、そこまで手厚い保護するんですか。 

産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

お答えいたします。 

議員、御指摘のことについては、ごもっともだなというふうに思っておりますが、当時、

事業者として、あそこのトナカイ観光牧場に入り運営するときに、全体の管理も含めて、

餌についてもこちらで準備するので、経費は持つので、その餌の収入についてはこちらで

受けさせていただけないかという御提案があり、あちらもやはり、経営的になかなか難し

いということでしたので、餌代については、そちらに全てお任せしたという経緯がござい

ます。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

経緯はどうでもいいですけど、この運営費に掛かる経費って、町民の税金ですよこれ。 

それをね、今、北星園は民間の方に移住しましたけど、町民の税金投入して赤字補てん

してるのにね、その部分をほうっておいててね、将来、トナカイ観光牧場のあるべき姿っ

ちゅうの、どう見ているんですか、これ。一生この状態でいくんですか、これ。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

ただいま、餌のお話の答弁に少し不足がありましたので、私の方から追加させていただ

きます。 

今、安心生産農園さんでレストランを運営いただいている中で、なかなか、そこの経営

が苦しい、また、障がい者の雇用の場っていうところもあって、できるような仕事という

ことで、餌の方をお任せして従事いただいているという部分があります。昨年度も収入を

増やす工夫をすべきだと深澤議員の方からお話いただいておりまして、ちょっと、今回の

７年度の予算には反映しておりませんけれども、４月１日から通常、今まで売っていた餌

の代金を少し値上げさせていただいて、当然、その分の作業費は安心生産にお支払いする。

そこから少し増えた分は町の収益として、会社の利益として上げるような形で、４月１日

から、そこの部分を少し、僅かでありますけれども、収支改善のところで工夫させていた
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だいているところでございます。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

努力は認めざるを得ないけど、我々の感情から言ったらね、私も経営者ですけど、経営

者として少しでもね、赤字をなくすと。少しでも黒字を出そう、そういうのが努力なんで

すよ。皆さん方に悪いかもしらんけど、人の金でしょ、それ、結局は。汗水流した町民に

とったら大事なお金ですよ、これ。そういう施設を持ってね、赤字をね、少しでもなくそ

うという努力が、どこにも垣間見えないんですよ、これ。この状態だったら一生続きます

よ、これ。あとは町長の決断だけど、将来的に、孫の代までこの観光牧場は存続させるん

ですか。いかがでしょう。 

町  長 野々村   仁 君 

いつまで、これを存続するかしないかということ自体と、その努力と経過を今後も見守

らなければならないところはあるかと思いますけども、今、先ほどから言っている我々に

とっては福祉のまちである、やっぱり、この授産施設の部分で、子供たちがその働き場所

を見いだすところが少ない、その中で、そこの一部を、やっぱり、それぞれ、子供たちに

仕事の場を与えて、安心生産農園の安定化も図りつつ、我々の方も、いっつも、かちかち

山でありますけども、その努力をしていかなければならないというところでもあります。 

ただ、やはり、そういう授産施設としての位置付けとして、誰もが参加して、その仕事

に携わってくれる人が増えれば、そこへ来てくれる子供たちも増えるという、やっぱり、

この福祉の観点からも大切な施設だと私も思っておりますので、今後、それぞれ、収支の

こともありますから、何でもかんでもが、そういう形で全てを赤字にしてでもやるのかっ

ていう話ではないですけども、ここで小さな中ではあっても、そういうところが携わるこ

とによって展開されるものっていうのが大きな意味があるというふうに私ども思ってます

ので、その部分としては、実際問題、今回みたいな形にさせていただきながら、少数でも、

少ない額でも、うちが介入してやってることについて利益を還元できるような仕組みを今

年度から考えていると、そういうことで御理解をいただきたいと思います。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに、ございますか。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

事業報告の中にあります、入場者数、前年と比較して減少したけど、４万５，９０４人、

上期、増えて２万８，０１７人。これね、トナカイ牧場の入り口にあるカウンターの数字

をまともに書いて、この数字なんですか。あのカウンターは、行って１回、出て１回、こ

れを分かっていて、この数字を書いているのか、お伺いします。 

それと、イベントで香港や台湾の所から観光客、団体で来てくれましたよと。この人方

のリピーターの確保は、どのように努力してるのか、２点目にお伺いします。 

３点目、決算で租税公課２３５万５，０４９円でした。しかし、７年度の予算として、

租税公課８３万しか見てないんですけど、それは、どういう見方をして、こういう予算計

上したのか、お伺いします。 
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産業建設課課長補佐 伊 山 英 貴 君 

お答えをいたします。 

まず、入場者数のカウンターについては、今、議員の方からもお話があったとおり、基

本的にはカウンターでの集計ということにならざるを得ないということで、その数字を載

せております。 

あと、次にインバウンドですね。ツアーの関係でどのようにリピーターとして集めてい

るのかということなんですが、冬を迎える前ですかね、１１月中ぐらいだと思うんですが、

ツアー会社の方から御一報入って、また今年もトナカイ観光牧場の方に立ち寄らせていた

だきますということで、御一報をいただいた後にファックスが来るということで、そこの

中に何月何日に何名、何月何日に何名ということで記載されたものが送られてきますので、

こちらを牧場管理棟の方にもお伝えをして、この日にこういう形でツアーが入ってくるの

で対応の方よろしくお願いしますという形で対応しております。 

特に、こちらの方から、また来年もお願いしますということは、言う前に先方さんの方

から、冬季間については立ち寄る場所がなかなかないということで、旭川から稚内までの

区間の中で、立ち寄る場所がトナカイ観光牧場というのは、やっぱり、アジアの人たちに

とっては雪が見れてトナカイ見れるというので、トイレも使えるし休めるということでで

御利用されているという実態がございます。 

あと、最後の３点目の租税公課に関してなんですが、こちらについては、ある程度、試

算をしていく中で割り出してはいるんですが、収入ですとか、その辺のバランスを見て、

どうしても売上げが伸びれば、その分、費用というか出ていく税金の金額は変わるんです

が、そこについては、当初の見込みとしては、ちょっと低めに抑えてますが、結果的には

売上げが伸びていくと。それに比例して税金も上がっていくということなので、いきなり、

そこで高額にどんと上げるというわけにも、ちょっと、なかなかいかないということなの

で、このぐらいを見込んでということで計算をさせていただいて次第です。まともな数字

を、ちょっと、なかなかはじきづらいというのが、ちょっとありますので、そこはちょっ

と御理解いただければなと思います。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに、ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

ただいま、議題となっております報告第４号は、報告済みといたします。 

日程１０ 報告第５号「令和６年度 幌延町下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ

いて」の件を議題とします。 

報告第５号について、提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

報告第５号「令和６年度 幌延町下水道事業会計予算繰越計算書の報告について」提案

理由を申し上げます。 

本件につきましては、地方公営企業法第２６条第３項の規定に基づき、令和６年度幌延
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町下水道事業会計における建設改良費のうち、翌年度に繰り越した額を議会へ報告するも

ので、翌年度へ繰り越した予算の額につきましては、幌延町公営企業管理者から幌延町長

へ令和７年５月３０日付け文書により報告を受けております。 

次ページ、令和６年度 幌延町下水道事業会計予算繰越計算書をお開きください。 

本計算書は、地方公営企業法施行令第１９条において規定する総務省令により定められ

た報告様式でございます。 

繰り越した事業の名称は「３条仲通線管路改修工事」、翌年度繰越額は１億７０９万６

千円で、財源の内訳につきましては、国庫補助金５，２２４万５千円、企業債１，８１０

万円、当年度損益勘定留保資金等が３，６７５万１千円でございます。 

本工事を翌年度へ繰り越すに至った要因につきましては、令和７年２月２６日開催、ま

ちづくり常任委員会において、先に御説明させていただいたところでございますが、世界

的半導体不足の影響を受け、工事施工に当たり設置を要するマンホールポンプ所ポンプ制

御盤製作に必要な電子部品の納品に不測の日数が生じたことに伴い、組立作業に遅れが生

じたこと等が主な要因でございます。 

なお、本事象に伴い、工期を当初設定した令和７年２月２０日から令和７年５月３０日

へ９９日間延長し、工事については完成しております。 

以上、報告第５号の提案理由といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

ただいま、議題となっております報告第５号は、報告済みといたします。 

お諮りします。この際、日程第１１ 諮問第１号 及び 日程第１２ 諮問第２号「人

権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」の２件は、関連がありますので、会

議規則第３７条の規定に基づき、一括議題にしたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、諮問第１号及び諮問第２号の２件は、一括議題といたします。 

諮問第１号及び諮問第２号の提案理由の説明を求めます。 

町  長 野々村   仁 君 

諮問第１号及び諮問第２号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」の

提案理由を申し上げます。 

法務大臣による人権擁護委員の委嘱に当たっては、人権擁護委員法第６条第３項の規定

により、市町村長が推薦する委員の候補者について、議会の意見をお聞きしたのち、推薦

手続きを行うことになっております。 

諮問第１号の稻垣綋順氏につきましては、現在も幌延地区を担当していただいておりま

すが、任期の令和７年９月３０日を迎えるに当たり、引き続き人権擁護委員として推薦い
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たしたく、議会の意見を求めるものです。 

稻垣綋順氏は、平成１９年４月１日から人権擁護委員として活動されており、人格識見 

高く、広く社会の実情に通じ、人権の尊重に深く理解を示され、稚内人権擁護委員協議会

副会長などの要職を務めてこられました。特に人権教室や人権の花運動を通じて、小中学

生に対する人権啓発活動に力を注がれるなど、精力的に人権思想の啓発に努められている

ことから、人権擁護委員に相応しい方として、再度推薦させていただこうとするものです。 

諮問第２号の高木由香氏につきましては、現在も問寒別地区を担当していただいており

ますが、任期の令和７年９月３０日を迎えるに当たり、引き続き人権擁護委員として推薦

いたしたく、議会の意見を求めるものです。 

高木由香氏は、令和元年１０月１日から人権擁護委員として活動されており、率先して

参加している地域のボランティア活動を通して、地域住民との交流や障がい者施設の慰問

などで高齢者や障がいのある方たちのサポートを行うなど、人格識見高く、広く社会の実

情に通じるとともに、地域事情に精通され、地域の人望も厚く、人権の尊重に深く理解を

示しておられます。人権擁護委員に就任されてからは、特に各学校での人権教室などを通

じ、いじめ問題や子どもの人権問題について積極的に取り組まれていることから、人権擁

護委員に相応しい方として、再度、推薦させていただこうとするものです。 

以上、 諮問第１号及び諮問第２号の提案理由といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、諮問第１号及び諮問第２号は、討論を省略し、いず

れも適任とすることに、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、適任とすることに決定しました。 

日程第１３ 議案第１号「辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について」の件

を議題とします。 

議案第１号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第１号「辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について」提案理由の説明を

申し上げます。 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画は、交通条件や自然的、経済的等の諸条件が他の

地域と比較して不利な地域に対し、住民の生活文化水準の格差是正を目的とした公共的施

設を整備しようとする場合、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置

等に関する法律第３条第１項の規定に基づき、議会の議決を経て策定するものであります。  

なお、この計画に基づいて発行する辺地対策事業債については、元利償還金の８０％が
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普通交付税に算入されます。 

令和２年度に策定しました計画は、令和６年度で終了しましたので、新たに令和７年度

から令和１１年度までの５年間の計画を策定することとなりますが、この策定に必要な北

海道知事との事前協議につきましては、令和７年５月７日付けで異議がない旨の回答をい

ただいております。 

議案２枚目の総合整備計画書を御覧ください。 

初めのページでは、辺地の概況、公共的施設の整備を必要とする事情、次のページでは、

公共的施設の整備計画を記載しております。 

それでは、議案３枚目になります、３．公共的施設の整備計画について、その内容を御

説明させていただきます。 

整備する施設は、道路では橋梁長寿命化改修の１事業で、事業費３億７，４６５万５千

円、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額は１億３，８７０万円です。飲用水供給施設

では、問寒別農業用水道施設改修、農業用水道施設改修の２事業で、事業費２億７，４５

４万円、辺地対策事業債は１億４，０９０万円です。簡易水道施設では、簡易水道施設改

修の１事業で、事業費３億３，５６４万７千円、辺地対策事業債は１億５５０万円です。

下水道処理施設では、個別排水処理施設整備の１事業で、事業費４，２５０万円、辺地対

策事業債は１，５００万円です。消防施設では、小型動力ポンプ付積載車整備の１事業で、

事業費１，５７０万７千円、辺地対策事業債は１，５７０万円です。通学施設では、スク

ールバス整備の１事業で、事業費１，２４８万８千円、辺地対策事業債は１，１１０万円

です。除雪機械では、建設機械整備の１事業で、事業費６千万円、辺地対策事業債は２千

万円です。整備計画の合計は、事業費が１１億１，５５３万７千円、辺地対策事業債の予

定額は４億４，６９０万円であります。 

以上、議案第１号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第１号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第１４ 議案第２号「幌延町地区体育館条例の一部を改正する条例の制定について」

の件を議題とします。 

議案第２号について、提案理由の説明を求めます。 

教育次長 古 草   勝 君 

議案第２号「幌延町地区体育館条例の一部を改正する条例の制定について」提案理由の
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説明を申し上げます。 

この度の改正は、幌延町地区体育館２施設のうち、昭和４３年に建設されました上問寒

地区体育館を地域の要望及び施設の老朽化に伴い解体を進めることから、この度、一部改

正条例を提案するものであります。 

お手元に配布した新旧対照表も併せて御覧ください。 

第２条の表につきましては、現在、上問寒地区体育館及び下沼地区体育館の２施設につ

いて規定しておりますが、このうち上問寒地区体育館の項を削るものであります。 

次に附則でありますが、この条例は令和７年７月１日から施行することとしております。 

以上、議案第２号「幌延町地区体育館条例の一部を改正する条例の制定について」の提

案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第２号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第１５ 議案第３号「幌延町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児

休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」の件を議題とします。 

議案第３号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第３号「幌延町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例について」の提案理由の説明を申し上げます。 

本改正は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律が

改正され、令和７年４月１日から段階的に施行されてきたところでありますが、この度令、

和７年１０月１日施行分の改正案が示されたことに伴い、妊娠・出産の申し出時における、

仕事と育児との両立に関する制度の周知や意向確認などに関する規定の整備等、所要の改

正を行う必要が生じたことから、関係する２条例を改正しようとするものであります。 

それでは、配布した新旧対照表を御覧ください。 

初めに１ページ、改正条例の第１条は、幌延町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部改正です。 

第１７条第１項は、本改正に伴う条項ズレの精査です。第１７条の３は、新たに追加さ

れることとなった条項で、第１項では、妊娠・出産についての申出をした職員等に対し、

仕事と育児の両立支援制度等を知らせるとともに、本制度の利用に関する意向を確認する

ための措置について規定しています。同じく第２項の改正は、３歳に満たない子を養育す
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る職員に対する措置についての規定で、第１項の規定と同様の措置を取ることとしていま

す。２ページの第３項では、前２項による意向確認をした事項の取り扱いに関し、意向に

配慮しなければならない旨、規定しています。第１７条の４及び第１７条の５は、新たに

条項が追加されたことに伴い、条項を繰り下げするものです。 

次に３ページの改正条例の第２条は、職員の育児休業等に関する条例で、第１条は、上

位法の改正に伴い、引用条項による趣旨を整理しようとする改正です。第１８条は部分休

業をすることができない職員に関する規定で、上位法の改正に伴い、条文を整理するもの

です。第１９条及び４ページの第１９条の２は、部分休業の承認で、これまで部分休業は

上位法において一日当たりの請求しか定められていなかったものが、今回の改正で１日当

たりのほかに、１年当たりでの請求行為が定められたことから、それぞれを第１号及び第

２号の部分休業として整理し、第１９条と第１９条の２でそれぞれの承認について規定し

ているものです。第１９条の３は、上位法において条例委任されている部分休業の請求期

間を設定するもので、その期間を４月１日から翌年３月３１日までにしようとするもので

す。第１９条の４は、上位法において条例委任されている第２号部分休業の一年間の請求

可能時間を設定するもので、非常勤職員以外の職員が７７時間３０分、非常勤職員は勤務

日１日当たりの勤務時間の１０倍までと規定しています。第１９条の５は、部分休業の申

し出内容の変更を認める特別の事情について規定しています。 

次に５ページの第２０条は、部分休業をしている職員の給与の取り扱いについて、上位

法を引用することで部分休業を明確化する改正です。第２１条は、部分休業の承認の取消

し事由について、上位法を引用する規定にしています。 

次に、附則第１項で、この条例は、令和７年１０月１日から施行することとし、附則第

２項の規定は公布の日から施行することとしています。第２項は、本改正における請求等

については、本条例の施行日前でも行うことができる旨、規定しています。第３項は、第

２号部分休業における一年間の請求可能時間に関して、施行日が１０月１日であることか

ら、令和７年度に限り、２分の１の請求可能時間にしようとするものです。 

以上、議案第３号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第３号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程１６ 議案第４号「幌延町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」の件を議題とします。 
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議案第４号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第４号「幌延町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」の提案理由を説明します。 

この度の改正は、地方自治法及び地方自治法施行令が令和６年４月から施行されたこと

に伴い、本条例の引用条項にズレが生じていることから、整合性を確保するための改正と

なっております。 

お手元に配布の新旧対照表により、御説明させていただきますが、第１条及び第２条の

改正はいずれも、先ほど申し上げましたとおり、上位法の改正に伴う引用条項のズレを整

理する改正となっており、本条例の趣旨や内容を変更するものではありません。 

最後に附則ですが、この条例は公布の日から施行するものであります。 

以上、議案第４号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第４号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第１７ 議案第５号「幌延町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定について」の件を議題とします。 

議案第５号について、提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長 島 田 幸 司 君 

議案第５号「幌延町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例の制定について」の提案理由を申し上げます。 

この度の改正につきましては、児童福祉法に規定する児童福祉施設の設備及び運営に関

する基準及び家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、関連する

町条例を改正するものです。 

改正の主な概要は、家庭的保育事業者による保育内容支援に係る連携施設の見直し及び

連携施設経過措置を５年延長するとともに、栄養士法の改正により、従前、管理栄養士国

家試験は栄養士の免許を取得した者ではなければ受けることができなかったところ、改正

後においては管理栄養士養成施設卒業者については、栄養士免許の取得が不要となったこ

とにより、栄養士免許を取得せずとも管理栄養士の国家試験を受験することが可能となっ

たものです。 

それでは、配布しております新旧対照表と併せて御覧願います。 
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基準条例の一部改正により、各条各号において同様の改正を行うものであり、第６条で

は家庭的保育事業者等による連携施設の確保において保育内容の支援及び代替保育に係る

連携施設の確保が著しく困難であると町長が認めるときは、一定の要件を付して連携施設

の確保を不要とすることができる規定の追加並びに規定の整理を行うものです。第１６条

第１項第２号の改正は、先程ご説明しました栄養士法の改正によるもので、栄養士による

献立指導等について、栄養士資格を経ずに特定の養成施設において管理栄養士資格を取得

したものであっても、その基準を満たすものとする規定を追加したものです。 

次に附則第３条の改正は、原則として２歳までの子どもを預かる家庭的保育事業等は連

携施設を確保する必要がありますが、連携施設を確保しないことができるとする経過措置

を令和１１年度まで、５年間延長し、経過措置の期限を設置運営基準の施行日からの１０

年から１５年に延長するものです。 

この条例の附則でありますが、この条例は、公布の日から施行することとしています。 

以上、議案第５号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第５号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程１８ 議案第６号「幌延町特別職報酬等審議会条例の制定について」の件を議題と

します。 

議案第６号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第６号「幌延町特別職報酬等審議会条例の制定について」の提案理由を説明します。 

本条例は、町長などの特別職の給料や議会議員の報酬等の決定において、町民の意見を

反映させ、公平で公正な報酬決定を確保する必要性から、地方自治法の規定に基づき、政

治的立場や個人的利害関係にとらわれず、客観的な視点から報酬や給料の適正さを判断す

るための機関を設置しようとするものです。 

それでは、議案により条ごとに説明させていただきます。 

初めに第１条では、本審議会の設置目的について規定しています。第２条は、本審議会

の所掌事項について規定しています。第３条は、本審議会の委員の人数、任命方法及び任

期について規定しています。第４条は、本審議会の会長の選任方法、責務及び職務代理者

の指定について規定しています。第５条は、本審議会の招集方法及び開催の要件について

規定しています。第６条は、本審議会の庶務事項は総務企画課において処理することを規
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定しています。第７条は、本条例に定めるもののほか、必要な事項は町長が定めることを

規定しています。 

最後に附則ですが、この条例は公布の日から施行することとしています。 

以上、議案第６号の、提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

先般の常任委員会でも説明があって、質疑応答もさせていただいたんですけど、もう２、

３点伺いたいと思います。 

この委員会は何回ぐらいを想定して行おうとしているのか。そして、この委員に約５名

ほどの委員さんを任命するとあるんですが、先般聞いた中では、男性ばっかり５人だった

ような記憶があるんですけど、やっぱり、そのお金に絡むことで、女性のほうがシビアじ

ゃないかと思うんで、女性を登用してはどうかっていう御意見と、それから、この諮問委

員会で諮問を受けた場合、いろんな結果ありますよね。減額、それから現状維持、増額と

いう見解が出たときに、町長はどのようにして判断をするのか。とりあえず、それだけ。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

それでは、順番にお答えさせていただきます。 

まず、審議会の開催回数、こちらに関しましては、基本的には、こちら、年に何回とい

うような規定はございません。それで、常任委員会の中でも一部説明させていただきまし

たけれども、基本的には町長が、こういった給料ですとか、該当者の報酬等これを議案と

して提案したいというようなときに諮問して答申を頂くというような流れになります。 

ただ、それ相応の回数の開催というのが必要となると思いますので、今回、補正予算の

方にも一部計上させていただいておりますが、１年間で３回程度の開催を今のところは計

画中ということでございますが、その３回でもし決まらなければ、当然４回目、５回目と

いうことの開催も視野に入れた開催をしたいというふうに考えているところでございます。 

次に、委員の選任方法ということで、５名程度ということで、私、常任委員会で男性ば

かりというのを説明した記憶はないんですけども、基本的には、経済団体から２名程度、

それから福祉関係から１名というような状況、それから、あとは、自治会、連合町内会で

すとか、そういったところから１名、それから一般公募ということで１名ということで、

今のところ考えているということで、特段、その性別を限定するような話じゃありません

ので、その辺り、女性の登用というものも、当然、視野に入れながら、委員の選任につい

て、関係団体の方にお願いしようと思ってますので、その辺りもちょっと含めて選任とい

うか、推薦を頂きたいというふうに今のところ御意見いただいた上で考えたところでござ

います。 

それから、諮問結果を町長の判断ということで、ちょっと、私の方から答弁するのでは

ないのかもしれませんが、基本的には、町長がこれでどうでしょうかというようなことで

諮問をかけます。まずは、分析した結果をこの委員会の方にかけるという形になると思い

ます。それを受けて、それが適正か否か、若しくは、ここまでする必要ないんじゃないか
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というような形で答申を受けると。その答申を受けた結果を受けて、町長が最終的に判断

するという形になりますので、そこに関しましては、答申を受けたからといって、１０

０％、それにするだとか、そういうような結末にはならないということで、それを、あく

まで参考意見といいましょうか、答申ですからそれを受けた上で最終的に判断を町長がす

るというような流れになろうかと思います。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

私も議員になって、三役の報酬に関しての決議というのは、したことが、経験がないの

で、お伺いしますが、一番最後、この報酬を決めた時期っちゅうのはいつだったんですか。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

お答えいたします。 

町三役の部分だけで、よろしいでしょうかね。 

町長、副町長、教育長の分ということで、手元の資料によりますと、施行日が平成２３

年６月に施行されて以来、一度も改正されてないというような状況でございます。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今の数字聞くと、長年やってなかったなという感じはするんですけど、町長にお伺いし

ますが、何で、この時期にこの諮問を改設しようと思われたのか。町長の意見も、失礼で

すけど、余り、残り少ないのに、最初にやれば結果が出ているんだけど、何で、今時期な

のかって、ちょっと不自然な形になっているんだけど、いかがでしょう。 

町  長 野々村   仁 君 

それぞれ、人件費相当、それぞれ、民間も企業もずっとベースアップしてきたと。各自

治体、団体もあちこちで見直しをしてきていると。うちは遅い方ですけど、もう、既に変

えたところ、２、３年前に変えたところ、現実にあるということで、このままでいいのか

ということを、この間も、常任委員会でお話ししましたけど、全体の御意見をお聞きして、

審議をしていきたい。そのように思っています。 

それぞれ、いろんな議員の皆さん方も、議員報酬の在り方だったり、なんだりっていう

のが全体的で、こういうこと自体を網羅した中で、何かをお話が聞こえてきたらいいなと

思っていますし、それぞれ、今のこの旅費の規定の話もありますけども、そういう全般的

にどういう経費の掛かり方をしてるんだということのお話も、全般的に、それぞれ、こう

いう、場所は違いますけども、そういう、ざっくばらんにお話を聞かせていただければ、

大変ありがたいなと思っていますから、この時期にやるということで判断しました。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに、ございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第６号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 
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異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

ここで、１４時２５分まで休憩します。 

（１４時１０分 休  憩） 

（１４時２５分 開  議） 

休憩前に、引き続き会議を再開します。 

日程第１９ 議案第７号「工事請負契約の締結について」の件を議題とします。 

議案第７号について、提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

議案第７号「工事請負契約の締結について」、提案理由を申し上げます。 

本件につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定に基づき、議案記載の工事請負契約の締結について提案するものです。 

契約の目的は、令和７年度施行問寒別地区給配水管改修工事。契約の方法は、指名競争

入札による契約。契約金額は７，７６８万２千円。契約の相手方は、天塩郡幌延町字幌延

２２１番地１、土屋建設株式会社、代表取締役、堂俊英氏で、現在、仮契約中です。 

入札に係る指名業者は５社で、所在の内訳は幌延町２社、豊富町２社、天塩町１社。予

定価格は７，８７９万３千円。落札率は９８．５９％。第１回目の入札で落札しています。 

工事概要につきましては、問寒別地区において給配水管の敷設等について施工しようと

するもので、工事延長は１，９６０．６４ｍ。道道横断工２か所、ＪＲ横断工１か所、給

水管布設工７か所でございます。工期は令和８年２月２０日までとしております。 

以上、議案第７号の提案理由といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第７号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２０ 議案第８号「工事請負契約の締結について」の件を議題とします。 

議案第８号について、提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

議案第８号「工事請負契約の締結について」提案理由を申し上げます。 

本件につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定に基づき、議案記載の工事請負契約の締結について、提案するものです。 

契約の目的は、令和７年度施行（繰越）教職員住宅建設工事（建築主体工事）。契約の
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方法は、指名競争入札による契約。契約金額は２億８，９３０万円。契約の相手方は、天

塩郡豊富町東３条７丁目、株式会社佐々木組、代表取締役、佐々木淳氏で、現在、仮契約

中です。 

入札に係る指名業者は５社で、所在の内訳は豊富町１社、稚内市４社。予定価格は２億

９，８０４万円。落札率は９７．０７％。第１回目の入札で落札しています。 

工事概要につきましては、幌延町字幌延１５６番地２のほか、町有地内に３ＬＤＫ４戸

で構成する木造２階建て延べ床面積３３１．２４㎡の教職員住宅２棟の建築について施工

しようとするもので、工期は令和８年７月３１日までとしております。 

以上、議案第８号の提案理由といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

令和８年の７月までということですけど、これ車庫部分も含まれるのかが、まず１点。 

２点目に、この電気工事はどういうふうになるのか。２点目にお伺いします。 

産業建設課課長補佐 若 杉   忍 君 

まず、１点目の車庫の件につきましては、この建設工事の中に含んでおります。 

次、電気工事なんですけども、電気設備工事ということで、この建築工事とは別に工事

を発注しておりまして、既に契約済みでございます。以上です。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

車庫も込みということで、実際に住む住宅と車庫の間、この舗装工事はどこがやること

になるのかが１点と、７月に終わって８月から入居をするという形になるんですか。それ

とも半年置いて３月から入居という形取るんですか。 

産業建設課課長補佐 若 杉   忍 君 

まず、１点目の舗装の件なんですけども、車庫と住宅の間、ここについては、共用通路

として舗装工事を行うんですけども、この舗装工事につきましても、今の本契約の仮契約

中の建築主体工事の中に含まれております。 

次に、２点目の入居の関係なんですけども、こちらについては、ちょっと、私どもでは

分かりかねるんですけども、工事の工期としましては、令和８年７月３１日までの工期と

なっておりまして、その後、完了検査を受けた後、引渡しという形になります。一応、工

事の内容としては、その内容になっております。以上です。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

入居の関係につきましては、工事の引渡し後という形になりますので、夏休み中かなと

いうような、今のところ、このスケジュールでいくとそんなような感じになっております。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかに、ございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 
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ただいま、議題となっております、議案第８号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２１ 議案第９号「工事請負契約の締結について」の件を議題とします。 

議案第９号について、提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

議案第９号「工事請負契約の締結について」提案理由を申し上げます。 

本件につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定に基づき、議案記載の工事請負契約の締結について、提案するものです。 

契約の目的は、令和７年度施行問寒別浄水場建設工事。契約の方法は、指名競争入札に

よる契約。契約金額は６，３０３万円。契約の相手方は、旭川市６条通３丁目２４７３番

地、新谷建設株式会社、代表取締役社長、新谷逸正氏で、現在、仮契約中です。 

入札に係る指名業者は５社で、所在の内訳は旭川市１社、札幌市３社、天塩町１社。予

定価格は６，６９７万９千円。落札率は９４．１０％。第１回目の入札で落札しています。 

工事概要につきましては、幌延町字問寒別７４７番地１のほか、町有地内に鉄筋コンク

リート造平屋、延床面積１０４．１６㎡の浄水場建設について施工しようとするもので、

工期は令和８年２月２０日までとしております。 

以上、議案第９号の提案理由といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

工期が８年２月２０日までということで、冬季の間のこの現場に行く除雪は自分たちで

やるんですか、それとも町がやるんですか。 

産業建設課課長補佐 若 杉   忍 君 

除雪に掛かる費用なんですけども、本工事の中で計上しております。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第９号は、討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２２ 議案第１０号「工事請負契約の締結について」の件を議題とします。 
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議案第１０号について、提案理由の説明を求めます。 

産業建設課長 角 山 隆 一 君 

議案第１０号「工事請負契約の締結について」提案理由を申し上げます。 

本件につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

第２条の規定に基づき、議案記載の工事請負契約の締結について、提案するものです。 

契約の目的は、令和７年度施行問寒別浄水場膜ろ過施設機械・電気設備工事。契約の方

法は、指名競争入札による契約。契約金額は１億５，４９９万円。契約の相手方は、札幌

市中央区北２条西３丁目１太陽生命札幌ビル、株式会社水機テクノス札幌支店、支店長 、

大出直一氏で、現在、仮契約中です。 

入札に係る指名業者は５社で、所在の内訳は岩見沢市１社、札幌市４社。予定価格は１

億５，７２８万９千円。落札率は９８．５４％。第１回目の入札で落札しています。 

工事概要につきましては、幌延町字問寒別７４７番地１のほか、町有地内に建設を予定

する問寒別浄水場内に水の濁りや細菌等を膜状のフィルターにより、ろ過するための設備

を設置しようとするもので、工期は令和８年３月１０日までとしております。 

以上、議案第１０号の提案理由といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第１０号は、討論を省略し、原案のとおり決定

することに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２３ 議案第１１号「財産の取得について」の件を議題とします。 

議案第１１号について、提案理由の説明を求めます。 

教育次長 古 草   勝 君 

議案第１１号「財産の取得について」提案理由の説明を申し上げます。 

本件につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例 

第３条の規定に基づき、議案に記載した財産の取得について、提案するものであります。 

契約の目的は、問寒別地区スクールバス、しらかば号購入。品名及び数量は２９人乗り

スクールバス１台。契約の方法は、随意契約による契約。契約金額は１，２２２万２，９

００円。契約の相手方は、稚内市大黒５丁目５番２２号、稚内三菱自動車販売株式会社、 

代表取締役、蛯名隆浩氏で、現在、仮契約中です。 

見積合わせに係る指名業者は２社で、所在の内訳は稚内市２社、予定価格は１，２４７

万２,９００円で、落札率は９７.８％。第１回目の見積合わせで決定しています。 

購入する財産の概要につきましては、三菱ふそう社製、ローザ プロ ロングボディ、寒



48 

 

冷地仕様１台で、カタログ値で全長６.９９ｍ。車体重量は４,０６０㎏。エンジンはイン

タークーラーターボ付直接噴射式、直列４気筒ディーゼルで、定格出力は１５０馬力、駆

動方式は前２駆動、後４駆動。付属品はスイングオートドア、前後ドライブレコーダー等

で問寒別地区での使用を想定しております。なお、納車期限は令和８年３月３１日として

おります。 

以上、議案第１１号、財産の取得についての、提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

４  番 高 橋 秀 之 君 

朝の行政報告の中で、問寒の生徒数、中学校、小学校合わせて、多分１２人だか１３人

だと思うんですけど、この購入するバス２９人乗りっていうことなんですけど、なぜ、生

徒が少ないのに２９人乗りの大きいバスを購入するのかをお伺いします。 

教 育 長 伊 藤 一 男 君 

御質問お答えいたします。 

問寒別地区のスクールバスにつきましては、こざくら号とこのしらかば号ということで

ございます。こざくら号については復路路線ということで、今、回っておりますけれども、

しらかば号につきましては、地域バスというか、定期バス、軌道の代替ということで、ず

っと走っておりまして、こちらの方につきましては、町民の方も乗られるというようなこ

とで、それと、あと、全員で移動するときには、やはり１１人乗りでは乗り切れないとい

うようなことで、この２９人乗りということで、今と同じ方のものを購入させていただき

たいということでございます。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

高橋議員と同じ質問だったんだけど、視点を変えて質問さしていただきます。 

これ、中央乗りなのか、運転席から乗る。乗り口ちゅうのはどこに。 

教育次長 古 草   勝 君 

お答えいたします。 

入り口につきましては、助手席後ろ辺りになりますので、前側の方、中央ではなく若干

前側の方にドアが付く予定でございます。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

全員が乗るっちゅうことなんで、小さいお子さん、今、乗り口の昇降口、上がったり下

がったりする車あるんですよね。そういう対応はできないのか。 

教育次長 古 草   勝 君 

こちらにつきましては、乗降しやすいような補助ステップが付くことになっております。

以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 
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（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第１１号は、討論を省略し、原案のとおり決定

することに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２４ 議案第１２号「財産の取得について」の件を議題とします。 

議案第１２号について、提案理由の説明を求めます。 

教育次長 古 草   勝 君 

議案第１２号「財産の取得について」提案理由の説明を申し上げます。 

本件につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例 

第３条の規定に基づき、議案に記載した財産の取得について、提案するものであります。 

契約の目的は、小中学校学習用端末機器購入。品名及び数量は、学習者用コンピュータ

ー等２０２台。契約の方法は、随意契約による契約。契約金額は１，０７７万６，７００

円。契約の相手方は、札幌市中央区大通西１４丁目７番地、東日本電信電話株式会社、執

行役員、北海道事業部長、島津泰氏で、現在、仮契約中です。 

この度の契約については、北海道公立学校情報機器整備共同調達会議が実施した入札結

果により、指定された業者及び単価により締結するものです。 

購入する財産の概要につきましては、レノボ社製クロームブック２０２台で、内訳は学

習者用１６２台、指導者用４０台、町内の各小中学校で使用します。なお、納入期限は令

和８年３月３１日としております。 

以上、議案第１２号、財産の取得についての提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

今回の契約は北海道公立学校情報機器で共同購入ということなんですけども、ほかにも

町村、更新する機器があるところは学習用コンピューターを皆さん一緒に共同購入したん

ですか。それとも、これは、共同購入しないは、その町村にお任せする事案だったのか、

伺います。 

教育次長 古 草   勝 君 

この度の共同調達につきましては、道内ほぼ全ての教育委員会が締結していると思いま

すけども、大きな市等によっては、この共同調達によらずとも安価に契約できるという見

込みがあれば共同調達を使わないという可能性もあるかと思います。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

（「ありません」の声あり） 
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これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第１２号は、討論を省略し、原案のとおり決定

することに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２５ 議案第１３号「令和７年度幌延町一般会計補正予算」の件を議題とします。 

議案第１３号について、提案理由の説明を求めます。 

総務企画課長 早 坂   敦 君 

議案第１３号「令和７年度 幌延町一般会計補正予算 第１号」について、提案理由の説

明を申し上げます。 

今回の補正予算につきましては、産業地域振興センターの補修、地域運営組織の支援、

道路改良及び補修、地域おこし協力隊員の採用に伴う経費、防災備蓄庫の新設、総合スポ

ーツ公園の補修、上問寒地区体育館の解体など、緊急な課題に対応するための予算を計上

しています。 

１ページをお開きください。 

第１条第１項、歳入歳出予算の補正につきましては、既定の歳入歳出予算にそれぞれ８，

９５４万８千円を追加し、歳入歳出それぞれの予算総額を６７億８，０５４万８千円にし

ようとするものです。 

第２項、第１表、歳入歳出予算補正の主な内容について説明いたします。 

２ページをお開きください。 

始めに歳入ですが、１５款、道支出金３，０３８万２千円の減、１８款、繰入金５，６

００万円の増、１９款、繰越金４，８８５万３千円の増、２１款、町債１，１９０万円の

増などで、歳入合計８，９５４万８千円の増額補正です。 

次に３ページの歳出ですが、２款、総務費６，２４１万２千円の増、６款、農林水産業

費３，７７０万８千円の減、７款、商工費５７３万６千円の増、８款、土木費２，１２５

万９千円の増、９款、消防費４４６万４千円の増、１０款、教育費３，２４４万７千円の

増などで、歳出合計８，９５４万８千円の増額補正です。 

第２条、地方債の補正ですが、４ページをお開きください。  

第２表、地方債補正については、各補助事業において、国庫補助金及び道補助金の交付

決定により、それぞれ増減が見込まれることから、問寒別地区農業用水道施設改修事業の

地方債限度額４，２１０万円を２，８１０万円に、橋梁長寿命化改修事業の地方債限度額

１億１，５５０万円を１億３，７４０万円に補正することとし、また、防災備蓄庫整備事

業４００万円を新たに追加することにより、地方債限度額の合計１２億７，２１０万円が、

１２億８．４００万円になります。 

以下、歳出、歳入の順で補正予算の主な内容について説明いたします。 

２０ページをお開きください。 
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２款１項２目、自治振興費では、産業地域振興センターの外壁や非常用階段などの修繕

経費として３，６７４万円の新規計上、地域運営組織への活動支援及び運営費補助などの

経費として、地域運営組織支援事業２，２８２万５千円の増です。２款１項７目、企画費

では、問寒別連合町内会におけるイベント用備品購入助成として、問寒別連合町内会補助

金２４０万円の新規計上です。 

２２ページをお開きください。 

６款１項２目、農業振興費では、地域おこし協力隊員の採用に伴う経費として、農業支

援員活動事業３８３万５千円の増です。なお、２４ページの７款１項２目、観光費の商工

観光振興費におきましても、同様の理由から３８３万５千円を増額しています。 

２２ページにお戻りいただき、６款１項６目、農地開発費では、問寒別地区農業用水道

施設改修事業の事業量見直しに伴い、同事業６，１３７万円の減です。 

２４ページをお開きください。 

６款２項３目、林道費では、林道北幌延線の路肩崩壊による道路測量設計経費として、

林道北幌延線道路改良事業１，３５３万円の増です。８款２項１目、道路維持費では、町

道における取り付け道路の横断管補修経費として、道路維持管理費９１９万２千円の増。

また、一部損壊した法面の復旧に係る道路測量設計経費として、道路補修事業１，２０６

万７千円の新規計上です。 

２６ページをお開きください。 

９款１項２目、防災費では、幌延町生涯学習センター敷地への防災倉庫新設経費として、

防災備蓄庫整備事業４４６万４千円の新規計上です。 

２８ページをお開きください。 

１０款４項６目、体育振興費では、総合スポーツ公園野球場の地盤空洞化対策経費とし

て、総合スポーツ公園補修事業１，５７４万円の新規計上です。同７目、体育館費では、

老朽化により解体が必要となった上問寒地区体育館解体経費として、地区体育館解体事業

１，２７６万円の新規計上です。 

次に歳入ですが、１６ページをお開きください。 

１４款２項１目、総務費国庫補助金では、過疎地域持続的発展支援交付金の交付金採択

により２，９９４万９千円の新規計上です。同４目、土木費国庫補助金では、国庫補助金

の交付決定により、社会資本整備総合交付金７３９万８千円の減、道路メンテナンス補助

事業２，１９０万８千円の減です。１５款２項４目、農林水産業費道補助金では、道補助

金の交付決定により、農業水路等長寿命化・防災減災事業３，０３８万２千円の減です。

１８款、繰入金では、歳出で説明させていただきました産業地域振興センター補修、道路

維持・改良事業及び総合スポーツ公園補修経費等の財源として、公共施設等整備基金繰入

金５，６００万円の増です。１９款、繰越金では、収支不足の財源として、繰越金４，８

８５万３千円の増です。令和６年度決算見込みにおける繰越額については、繰越明許費分

を除いた純繰越金が１億４，３００万円程度になることから、繰越金の当初予算額と今回

の補正財源を除きますと５，４００万円程度が今後の留保財源になると見込んでいます。

２１款、町債につきましては、第２条、地方債の補正で説明していますので省略いたしま
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す。 

以上、議案第１３号の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

質疑の方法は、歳出一括、歳入一括、総括の順序で行いたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

これより、歳出一括の質疑を行います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

２５ページの商工観光振興支援活動事業の内容をお願いします。 

産業建設課課長 角 山 隆 一 君 

ただいまの御質問にお答えいたします。 

商工観光支援活動事業の内容でございますけれども、こちらについては、地域おこし協

力隊３名の今募集をしておりますが、応募がないことから、更に募集を確実なものにする

ために、手数料として３８３万５千円を新規計上しております。 

内容といたしましては、人材派遣会社、人材紹介の力を使って募集から一次面接まで行

っていただく費用となっております。また、採用時の成功報酬という形で、こちらは３名

分の採用を予定しておりますので、隊員の年収の３５％ということで、成功した場合です

ね、こちらの報酬あるというような形で、手数料を３人分、３８３万５千円計上している

ところです。以上です。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今の説明だと、成功しなかった場合はなしっていう。その実績っていうのが確率として

どのぐらいあるんでしょう。 

産業建設課課長 角 山 隆 一 君 

なかなか、こういう御時世ですので、人材の確保は難しいところではあるんですけども、

農業の方でも同じような形で予算を上げておりますが、農業、産業系に人脈を、人材を確

保するのが得意な会社さんと、この契約、手数料支払うというな形を採っておりますので、

今、我々、自前でやっているホームページや就職サイト等への掲載よりも確率は確実に上

がっていくものというふうに考えております。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

人材確保の中で難しいっていうのは十分理解できるんですけど、地元住民として訳の分

かんない人が入ってきたとき、課長が責任を取ってくれるんだとは思いますが、その辺の

安全性ちゅうか、いかがでしょうか。 

産業建設課課長 角 山 隆 一 君 

ただいまの御質問ですけれども、その業務の中には、募集から一次面接までをやってい

ただく。そこから正式な採用については、我々で、当然、面談、面接を行いますので、そ

の中で、その人の人柄を限られた時間ではありますけども見て考えていくたいというふう
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に思っております。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

５  番 植 村   敦 君 

関連して質問したいんですけども、先ほどの説明の中で、農業関係も同じ金額を計上し

ているということで、商工の方では、これ、３名を採用したいということで、この金額だ

ということで理解してよろしいですか。農業も、やはり同じ３名だから、この金額だとい

うことなんでしょうか。 

産業建設課課長 角 山 隆 一 君 

ただいまの御質問にお答えいたします。 

同様に３名採用を予定というか希望しております。 

農業に関しましては、雇用就農も含めて、少し幅広で農業関係の協力隊員を増やせれば

というふうに考えておりますので、３名を目標に活動していきたいというふうに考えてお

ります。 

５  番 植 村   敦 君 

分かりました。 

今、話聞いてると、成功報酬といっても、やはり、募集に当たって、何ていう会社かま

だ聞いてないんですけども、会社が動くということなんで、全く駄目でも、委託した以上

は、支払わなきゃならんというふうに思うんですけども、今まで、地域おこし協力隊を募

集するに当たって、こういう方式っていうのは今回が初めての方式になるのかなと思って

います。いろいろとうちの町の事業に関して、今現在でも活躍されている協力隊員いるん

ですけども、今後もこういう協力隊員を募集するにあたっては、こういう方式で人材派遣、

町独自で公募するのに併せて人材派遣会社にこうやって委託をしていくのか、併せてお伺

いします。 

産業建設課課長 角 山 隆 一 君 

ただいまの御質問にお答えいたします。 

今回、産業部門で予算の方上げさせていただいておりますけれども、今回、業務を依頼

しようとしている会社さんについては、農業関係の会社に勤めていた方が、今そこの人材

派遣紹介の会社をやっているということで、そういった部分からも産業系の人材確保にた

けているという部分が一つポイントになっております。また、現行予算の中でやりくりを

して、広告宣伝費、今、持っていたものも、少しそういった分野の人に特化したような広

告を作成してもらう業務も担ってもらおうと思っていますので、そこの部分では、当然、

代金の支払いは発生すると。その中で人材を紹介できた際には成功報酬というような形の

契約、こちらを提案を受けて、まず、産業部門でチャレンジしてみようということで、今

回、予算の方、計上させていただいております。どういった成果が出るかというのは、こ

れからなんですけど、まずは、そこに明るい分野の会社と少し取り組んでみるというよう

なところで御理解いただければと思います。 
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５  番 植 村   敦 君 

これ、項目が分かれてても、これ、合わせると、大体７００万ぐらいの計上支出という

こと、成功支出ということなんですけども、今、話聞いてると、まだ、その委託の会社の

名前を明かしてないんですけども、委託の何ちゅう会社か、やっぱり、この段階では公表

できないんでしょうか。 

産業建設課課長 角 山 隆 一 君 

まだ、契約手続の方が済んでおりませんので、そこは控えさせていただくとして、一つ

提供できる情報といたしましては、幌延町が包括連携協定を結んでいる北加伊道さん、こ

ちらの会社の役員の方がその会社の役員をやっているということで、その方は、先ほど申

し上げたように農業関係の会社にお勤めがあって、そちらの分野には明るい。また、北加

伊道さんについては、町との包括連携協定を結んで、その中で、町のイベントに参加して

いただいている。具体的に言うと、イベント時の一部イベントをやったり、また、キッチ

ンカーの手配をしたりということで、幌延町の事情にも精通している部分もありますので、

そういった中から、そういった新しい分野の提案をいただいたというところで、今回、予

算化したというところでございます。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

６  番 無量谷   隆 君 

２１ページの産業振興センターの補修費なんですけども、先ほど外壁って言っていたん

ですけど、どのぐらいの規模でやるのか、その辺を教えていただきたいのと、同じページ

の企画管理補助金で、問寒別の連合町内会のこの内容をちょっと教えてください。 

総務企画課参事 山 本 基 継 君 

産業地域振興センターの補修の内容なんですけれども、外壁約１，３５０平米のうち、

１３．８平米のサイディングの張り替えが一つ。それから、サイディングの目地に充填さ

れているシーリング材の打ちかえ１，５７０ｍくらいですね。それと、あと非常用階段も、

建設当初、平成１５年から今まで何も補修していませんので、大分、錆びてきて、歩いた

ら踏み板が抜け落ちてしまう可能性もあるので、踏み板の交換ですね。それと、あと、外

壁の防水も落ちていますので、シリコン剤による全面塗布、それを行う予定です。 

連合町内会の内容なんですけれども、問寒別の連合町内会から要望がありまして、コミ

ュニティー活動に使う物品を購入したいということで、自治総合センターからコミュニテ

ィー助成事業の交付決定を受けたため、うちで、町を経由して間接補助で行うもので、テ

ント、ベンチ、太鼓、やぐら等の補助になります。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

５  番 植 村   敦 君 

同じく２１ページになると思うんですけども、地域運営組織支援事業で幌延町地域運営

組織事業の２，２８２万５千円増額という形で載っております。これは何を購入ちゅうか、

何、どういうことをやるんで、これだけの金額になったのかをお聞きします。 
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地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

こちらは地域運営組織の支援事業でございますけれども、２月のまちづくり常任委員会、

あるいは３月の予算特別委員会などでも御説明させていただきましたが、今回、国の総務

省の方で過疎地域持続的発展支援交付金のメニューの中の集落ネットワーク圏形成支援事

業という交付金の採択が６月の６日付けで交付決定を受けております。これ、地域運営組

織が立ち上がったときの操業ですとか、あるいは、何か新しい事業をする際の手当てとい

うことになっておりまして、このうち、当初予算の方では、この交付金が採択されなかっ

たとしても、必要なものは資金として補助金として手当てしましょうということで、資機

材の購入等を当初予算に計上してございましたが、今回、国の交付金の方が採択になりま

したので、プラスアルファの部分ということで、テラスの整備であったりとか、あるいは、

専門人材を活用した伴走支援の業務であったり地域運営組織を運営していく上で必要とな

るＩＣＴ化の検討事業、こういったものが交付金の別枠で用意されておりましたので、こ

れらを活用した事業を要望し、採択を受けましたので、こちらの見合いの経費を補助金と

して地域運営組織に交付するというものでございます。 

５  番 植 村   敦 君 

具体的に何々を購入するんだか。この該当になったという。当初、担当の話だと、こう

いったＮＰＯ法人の活動に関しての活動支援補助なんていうのはありませんということで

聞かされていたんで、必要なものは自腹でも経費を見なきゃなんないなということで、議

会と受け側としても、一生懸命やってくださいという話をしたと思うんですけども、今の

説明だと、国のそういった補助の事業に該当になったということを受けました。私は当初

からこういった事業に関しての補助事業っちゅうのはあったはずだなというふうに思って

いたんですけれども、今、聞くと、改めてそういう形でやるということなんですけども、

具体的に何を購入して整備していくのか伺います。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

地域運営組織の財源が国からあるかどうかということなんですけれども、まず、議員お

っしゃっている、ないと言っていたものに関しては、もしかすると運営に関する経常的な

経費に対しての国の支援というのは、定額の何かというものがあるわけではないというこ

とは、これまでも申し上げてきてるかと思います。ただ、先ほど申し上げましたとおり、

地域運営組織を立ち上げた、あるいは何か新しい事業を展開するという際に、創業的な資

金として交付金という制度が別にございますので、今回、これを確保するべく要望をして

いったというところでございます。 

具体的な国に要望したメニューに関しましては、地域運営組織の活動を支援するための

資機材の整備ということで、ミニショベルであったりとか軽トラックであったり、あるい

は除雪機や芝刈り機、こういったものを購入する資機材の部分の経費として当初予算でも

こちら計上しておりましたが、当初予算では１，１００万ほど計上しておりまして、今回、

新たに交付金が決定されたということで、プラス１３０万円ほど加算しての補正額となっ

てございます。加えまして、今回、交付金の採択を受けましたので、にぎわいの創出する

というようなところでのテラスの整備など、外構部分の整備などで６１０万円ほどの計上



56 

 

となっています。ですから、物を買うというだけではなくて、周辺環境を整備すると、そ

ういった資金でございます。更に追加の部分として、専門人材を活用するときに上乗せに

５００万円の交付金がありまして、こちらの方が地域運営組織を運営していくに当たって

の地域の皆さんとの対話であったり、あるいはどのように運営していくかといったところ

を伴走支援していただく、委託料という形で５２０万円ほど計上しております。さらに、

地域運営組織の事務の簡素化、省力化、あるいは地域住民の皆様の省力化も考えまして、

ＩＣＴ化を進めていきたいと、ＤＸ化を進めていきたいという部分がございましたので、

こちらも別枠の加算として１千万円の交付金がありますので、こちらも１，０２３万円、

補助金の方で上乗せしているという状況でございます。 

５  番 植 村   敦 君 

いろいろと補助金の対象になったということを受けて、そういったいろんな項目に及ん

だということ、この時点で聞くのはちょっとまずいのかと思うんですけども、歳入の方の

この交付金の総額が２，９９４万９千円という形、これがその項目に当てはまるってこと

なんでしょうか。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

１６、１７ページの国庫支出金１４款２項１目の総務管理費国庫補助金、過疎地域持続

的発展支援交付金の２，９９４万９千円が、今回、国の方から交付決定を受けた額でござ

います。 

５  番 植 村   敦 君 

これは全額の補助じゃなくて自腹の実費の町費の部分もあるのかと思うんですけども、

どのぐらいの例だったんでしょう。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

こちらは、基本的に交付率というのは１００％のものですので、その枠内に収まってい

れば１００％で済むんですけれども、今回、その定額補助の１，５００万円の交付限度額

の部分に関しましては、町の予算額の総額ベースで１，９１３万２千円と当初予算と６月

補正予算で計上してございますので、ここの超過しました４００万円に関しましては、町

の単費、手出しということになります。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

今の関連で、このＮＰＯの法人格を持ったとこが、今年、総会を行いましたよね。 

その中で、今年度の事業計画が発表されてんだと思うんですけど、もし、その事業計画

が言えるんだら教えていただきたい。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

ＮＰＯ法人の方での総会に関しましては、ＮＰＯ法人の方で主催しまして、５月２９日

に開催しております。 

町の方にも総会の御案内ありましたので、副町長はじめ参加してございますけれども、

そこでＮＰＯ法人として７年度の事業計画、あるいは活動の予算関係を議決しているとい
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うものでございますので、詳細につきましてはＮＰＯ法人の方に確認していただくという

ことになろうかと思いますが、参加した部分に関しましては、活動の計画に関しても、こ

ういった国の交付金が採択された場合には、こういったものを整備するんだというような

事業立ての計画になっておりますし、予算に関しましても、採択された場合ということを

見込んで、収入と支出に関して６千万円程度の規模の予算額を計上しているということで、

総会の方での議決ございました。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

一応、６千万ほどの事業計画っていうんですけど、本当にその６千万の事業を消化でき

ると。まあ、計画だから多分できるだろうと思うけど、人材とかそういうのは確保されて

いるんですか。いたんでしょう。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

現在、ちょっと、この予算の補助金の関係での御質問ということで理解してもよろしい

んでしょうか。 

事業計画自体、予算自体６千万円ということで、今回、この国の予算が付きまして、交

付金が付いて、３，４００万円程度、町の方から補助をするというものでございますので、

こちらが創業手当というようなところから考えますと、７年度に関して、かなり大規模な

予算額になっているのではないかというふうに考えます。ですから、これらがないとする

と、通常ですと２千万とか、そういう規模になるのかなというふうに考えておりまして、

そのほか、町の方からも一括交付金等の支援を当初予算の方で計上しておりますので、こ

ういったものを活用しながら、現在のスタッフ等でやりくりをしていくということになろ

うかと思います。 

３  番 深 澤 博 幸 君 

私の心配しているとこは、これだけの予算をね、あっちこっちから引っ張り出してね、

本当に事業として消化できるかのか、できないか。できなかった場合どうするんですか。

だから、補助金出るのいいよ。沢山。そりゃ。だけど、その事業計画案に対しての補助金

でしょう。運営費も含めて。問寒別の人に悪いけど、あんな小さい集落の中でね、それだ

け事業を消化できるだけの人数いるんですか。人材。今、実際、職員募集しても集まらな

い中で、何か聞いたところによると辞めた人も、その会計年度職員も辞めたって聞いてい

るんですけど、そんな状況の中で、本当にこの事業が消化されるんですかちゅうの。これ

から冬場に向かっていく、除雪もあるだろうし、今言っていた除雪費用購入する資金も出

ているんだろうけど、その何件ね、除雪する場所があって、本当に事業を消化していって、

これだけの事業が消化できるんだよということであれば理解するけど、お金だけ集めてお

いて、人の配置もできないでね、計画倒れになるんじゃないですか。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

今の御質問ですけれども、ＮＰＯ法人に関しまして、独立した組織団体でございますの

で、事業の実施主体としてＮＰＯ法人がしっかり責任を持って事業を実施していくと思い

ますけれども、こちら、幌延町としても地域集落を守っていくために、こうした地域運営

組織を作っていくというのが、かねて５年、６年前から考えていた計画で進めている事業
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ですので、町としてもできることをしっかり支援しながら、伴走しながら問寒別の皆様の

地域の皆様のやる気とともに、この事業を遂行していきたいというところでございます。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにありますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳出一括の質疑を終わります。 

これより、歳入一括の質疑を行います。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、歳入一括の質疑を終わります。 

これより、総括の質疑を行います。 

６  番 無量谷   隆 君 

２９ページの幌延町生涯学習センターの木の伐採についてお伺いします。 

木はなかなか１年、２年では育ちません。 

これ、今年、どのような形で伐採していくのか。その辺、ある程度、幌延町の緑の町並

みを残しながらやるのか。その辺、具体的にお聞きしたいと思います。 

教育次長 古 草   勝 君 

お答えいたします。 

生涯学習センターの立木伐採につきましては、現在、大きくなり過ぎて電線等に支障と

なっている立木、学習センターの裏側にあるところなんですけども、そちらの方、今年度、

防災倉庫を建てるという計画がございますので、それらの支障となる部分と併せて電線に

触っているような支障のある立木、それから倒壊等によって危機が及ぶような立木につい

て伐採しようと計画しているものでございます。以上です。 

６  番 無量谷   隆 君 

以前、こども園のとこは伐採、きれいにやられました。 

そんな感じで、また、今回も生涯学習センターの方で全面伐採になるのか。一部分とい

う考えでよろしいんでしょうか。備蓄庫っていうか、その部分と電線に架かっている部分

の伐採ということで考えてよろしいんですか。 

教育次長 古 草   勝 君 

今回の場合につきましては、裏の木、全てということではございません。備蓄庫に支障

となる部分と併せまして、境界部分の直線部分、電線に支障となっているような部分をメ

インで伐採していく予定でございます。庭の中にあるような木については、伐採の予定は

ございません。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

４  番 高 橋 秀 之 君 

一つ聞きたいんですけど、地域運営組織に、要するに町の補助金入っているんですけど、

先ほど、５月２９日にＮＰＯ法人の総会があったっていうこと言っていたんですけど、そ

この、要するに事業計画とか去年やった事業、それと新年度予算とか決算っていうのは、
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町で補助金出していても、町には、そういう決算書みたいのは提出しないんですか。出て

こないんですか。ＮＰＯ法人からもらわないんですか。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

令和６年度に関しましては、補助金の別口の補助金運営補助などを支援しておりますの

で、こちらに関しましては、当然、実績報告ということで年度末に頂いております。更に、

７年度の事業計画、あるいは活動の予算に関しましても、地域運営組織の登録ということ

を条例等を可決いただきまして、仕組みを整備しておりますので、そういった登録をする

際、あるいは交付金の申請をする際に事業計画、あるいは活動予算書を提出していただい

ているというところでございます。 

４  番 高 橋 秀 之 君 

役場の方に決算書が提出されているんであれば、議会にもそれを閲覧させていただくと

か見せていただくか説明っていうものはないんですか。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

３月に御議決頂きました地域運営組織に関する条例などでも積極的に情報公開するとい

うことになっておりますし、町の方に提出いただいている各種書類もございますので、こ

れは見ていただいても構わないのかなと思います。更に、年度が完結いたしまして、３か

月以内に所轄庁の北海道の方に活動の計画書、実績、あるいは決算、予算関係書類を提出

する義務がＮＰＯ法人ございますので、これは内閣府の方に全て最終的には到達いたしま

して、内閣府のホームページの方に掲載されるものでございますので、全ての人がそちら

からも閲覧できるという状況でございます。 

４  番 高 橋 秀 之 君 

ホームページはいいんですけど、役場の山下さんの手元とか、誰か、総務でも持ってい

るんですか、その決算書っていうのは。そこに行って閲覧はできるんですか。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

５月２９日に総会の方、御案内いただきまして、幌延町としても出席しておりますので、

その際に頂きました、それぞれの計画書ですとか決算書、予算書に関しましては、当係の

方で保管してございますので、閲覧可能でございます。 

４  番 高 橋 秀 之 君 

もう一つなんですけど、補助金もらっていて、いろんなものをっていうか、人件費も入

っているかもしれないけど、いろんな資材とか物とか買ってんですけど、その買った物の、

確実に買いました、入りました、使ってますっていう、そういうチェックは、役場の中と

しては誰がそういうチェックをしているのか教えていただきたいんですけど。 

地域対策担当課長 山 下 智 明 君 

こちら、補助金で支援しました部分の目的がどのように使途として使われているかとい

うことに関しましては、目的な補助でございますので、それが適切に購入されているかと

いうのは、地域対策担当の方で補助をしている元としてチェックをするという立場になり

ます。それが、適切に使われているかどうかということに関しましては、ＮＰＯ法人と町

の方で基本協定などを結んでおりまして、基本協定の中でそういった事業に使うための資
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機材を活用して事業に使うという業務を行うことになりますので、それがどのように使わ

れたかというのは、毎月なりますか四半期になるかというのは法人とのやり取りになりま

すけれども、使った実績というのは報告があって、それに見合いの対価を支払いするとい

う可能性もございますので、それで確認していくということになります。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

先ほどの２３ページの農業支援員活動事業の使い方なんですけど、当初予算委員会では

農業支援活動事業は北加伊道さんにＰＲして協力隊を募集する、それの成功報酬だという

説明はなくて、協力隊ですよ。幌延に来た協力隊が実施する新規就農２名、雇用就農１名、

この人たちがする農作業支援に対する経費として１，５８４万円計上していたんですよ。

どうして、そこで北加伊道に対して成功報酬だとかＰＲして協力隊を募集するということ

になるのか、お伺いします。 

同じく２５ページ、商工観光振興支援活動事業、これは、これも同じですよ。地域おこ

し３人予定していました。その地域おこし３人が決まったら商工会と連携して観光情報の

発信など、地域おこし協力隊の活動費が主な内容だったんではないですか。募集する、成

功報酬をするというような説明ではなかったと思うんですけども、どういう解釈でこうい

うふうになったのかをお伺いします。 

３点目は町営グラウンドの整備ですね。 

２９ページ、総合スポーツ公園補修事業で修繕料、野球場のグラウンドの空洞化を解消

するためという説明があったかと思います。これ以前にも、ここ、いろいろ問題があって

工事したと思うんですけども、この空洞化をどのような工事、どのような手法をもって工

事をするのかお伺いします。 

産業建設課課長 角 山 隆 一 君 

協力隊の募集の事業の関係についてお答えいたします。 

議員、御質問あったとおり、当初予算では隊員の活動費に関する費用を予算化しており

ます。並行して、その中で募集に関する費用というものも予算化しておりますけれども、

現状において、隊員の応募がない状況ですから、より隊員の募集、採用の確率を上げるた

めに、今回、手数料として上げた費用、こちらを使って人材紹介の会社から幌延町の協力

隊になってくれる人を紹介していただくということで、今回、その部分を増額補正したと

いうところでございます。なので、当初から見てはおりませんが、採用をより確実なもの

にするために今回補正予算を上げさせていただいたというところでございます。以上です。 

教育次長 古 草   勝 君 

総合スポーツ公園の補修事業について御説明いたします。 

まず、今回の経緯につきましては、春先、雪解けの際に、球場のダッグアウト、ベンチ

周辺で陥没しているという状況が確認されましたので、急きょ、調査を行っております。 

その調査の結果、ダッグアウト、一塁側、三塁側ベンチ周辺の下の方に地盤沈下による

空洞が起きているということがカメラ等で確認できましたので、そちらの方にウレタン材
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を注入するという工事を計上しております。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

協力隊の方については分かりました。 

グラウンドの方についてなんですけども、これは、以前工事やって、今年の春先の雪解

け水による地盤沈下があったというふうに、今まではなくて、今回、新たに発見されたか

所なんですか、これ。今回工事することによって、来年度の雪解けにも支障がないような

工事が可能なのかどうか、改めてお伺いします。 

教育次長 古 草   勝 君 

説明足りなく申し訳ございません。 

先ほどの説明ですけども、ダッグアウト周辺に穴があいたのは、今回、雪解けの水で開

いたわけではございません。前回の改修工事、前回も同じようにウレタン工事、ウレタン

を注入したりしている工事でございますけども、それから１３年程度たっております。そ

の間に地盤沈下が平均で約２５～２６センチ下がっております、全体的に。 

ダッグアウトの下は基礎杭がございますので、建物は沈みませんが、その下の地盤が下

がっているというところで、最大１０センチから３０数センチの空洞ができていると。こ

れが何年もかけて地盤沈下してきた結果ということになります。 

こちらについては、前回の工事で充填を行っておりませんので、今回、初めて充填をす

るところになろうかと思います。すいません。前回の工事は充填ではなく、杭を切って施

設自体を下げてという工事をして空間を埋めております。更にそこから地盤沈下で空間が

生まれたと、それが雪解け水の水の影響等で下に流れ込んで穴が見つかったというところ

でございます。以上です。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

最後にすいません、その工事はいつ完了して、町民の皆さん又は町外の皆さんが野球場

を使えるようになる予定ですか。 

教育次長 古 草   勝 君 

今回の補正で計上しておりますので、予算可決後にすぐ手配をいたしますけども、工期

はおよそ２から３か月というふうに聞いております。以上です。 

教育長 伊 藤 一 男 君 

今、現状、野球場が使えないということではございませんので、野球場は、今、プレー

に支障はないということでございまして、プレーの方は、今、実際にナイターの方でやっ

ております。で、球場自体、使いながらの補修という形になりますので、御承知おき願え

ればと思います。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

ほかにございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、総括の質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第１３号は、討論を省略し、原案のとおり決定
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することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２６ 議案第１４号「令和７年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計補正予算」

の件を議題とします。 

議案第１４号について、提案理由の説明を求めます。 

町立診療所事務長 村 上 貴 紀 君 

議案第１４号「令和７年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）」の

提案理由の説明を申し上げます。 

この度の補正の主な要因は、入院患者への食事提供を安定的に行うことを目的に、厨房

業務を外部委託するため、歳出予算を調整するものです。 

１ページをお開きください。 

第１条第１項、歳入歳出予算の補正については、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、

歳出それぞれ４３万２千円を追加し、歳入、歳出予算の総額をそれぞれ３億８,６９５万９

千円にしようとするものであります。 

第２項の歳入歳出予算の補正の款項の区分ごとの補正額は、事項別明細書により、その

概要を御説明いたします。 

１４ページをお開きください。 

初めに歳出ですが、１款１項１目、診療所費は、既定の予算額３億５,０９５万６千円に

４３万２千円を追加し、３億５,１３８万８千円としており、補正の内訳は、診療所業務費

で厨房業務を外部委託することに伴う調理員の人件費調整として、１節、報酬で６６万円

の減、２節、給料で１８４万円の減、３節、職員手当で１２０万３千円の減、４節、共済

費で６３万１千円の減額です。１０節、需用費では、厨房業務委託経費に厨房用消耗品及

び賄材料費を含めた仕様とするため１２３万４千円の減額です。１２節、委託料では、厨

房業務委託経費３１７万５千円の新規計上です。１３節、使用料及び賃借料では、厨房業

務委託に伴い、新たに必要となる機器の借上料及び設備等の使用料で２８２万５千円の増

額です。 

次に歳入ですが、１２ページをお開きください。 

３款１項１目、一般会計繰入金では、この度の補正による調整として４３万２千円の増

額です。 

以上、議案第１４号「令和７年度 幌延町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１

号）」の提案理由の説明といたします。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより質疑を行います。 

質疑の方法は、歳入歳出を一括して行いたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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異議なしと認めます。 

これより、歳入歳出一括の質疑を行います。 

７  番 齋 賀 弘 孝 君 

確認なんですけど、厨房業務の委託期間は、いつからいつまでの補正予算なんですか。 

町立診療所事務長 村 上 貴 紀 君 

委託期間につきましては８月１日からを予定しての予算としておりますが、事務手続等

の都合上、多少遅れることもあろうかと思いますが、予算上は８月１日からの委託を想定

して予算計上をさせていただいております。以上です。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

よろしいでしょうか。 

ほかにございますか。 

（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、議案第１４号は、討論を省略し、原案のとおり決定

することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２７ 意見案第１号「ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業

施策の充実・強化を求める意見書の提出について」の件を議題とします。 

意見案第１号について、提案理由の説明を求めます。 

４  番 高 橋 秀 之 君 

意見案第１号「ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・

強化を求める意見書」についての提案理由を申し上げます。 

北海道の森林は、地球温暖化防止や国土保全など、大きな役割が期待されており、伐採

後の着実な植林による森林の若返りや長期間、炭素を固定する木材利用の促進など、森林

吸収源対策を積極的に推進することが重要となっています。 

幌延町では、２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指して、令和５年３月、幌

延町ゼロカーボンシティ宣言を行っているところでありますが、地球環境に配慮した持続

可能なまちづくりに取り組み、豊かな自然を次世代につなぐためにも、活力ある森林づく

りや防災・減災対策を一層進め、ゼロカーボン北海道の実現に向けた施策の充実・強化を

図ることが必要であり、森林の多面的機能の持続的発展のための予算確保や森林資源の循

環利用推進に向けた支援拡充・強化などを国に対し、強く要望するものであります。 

以上、本案に御賛同くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたし

ます。 

議  長 西 澤 裕 之 君 

これより、質疑を行います。 
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（「ありません」の声あり） 

これにて、質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま、議題となっております、意見案第１号は討論を省略し、原案のとおり決定す

ることに、御異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第２８ 発議第１号「懸案事項促進要望のための議員派遣について」の件を議題と

します。 

お諮りします。 

本町の懸案事項の促進、要望及び議員の研修会、各常任委員会等の調査・研究のため、

本日より、次期定例会までの間、本議会は、必要と認められる事項・事案について、道内

外の関係機関に議員を派遣することにしたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本議会は、本日より次期定例会までの間、本町の懸案事項の促進、要望及び議

員の研修会、各常任委員会等の調査・研究のため、道内外の関係機関に議員を派遣するこ

とに決定しました。 

お諮りします。 

派遣する議員については、案件を勘案し、その都度、議長において指名したいと思いま

す。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます、 

よって、派遣する議員は、議長において指名することに決定しました。 

日程第２９ 発議第２号「閉会中の継続調査について」の件を議題とします。 

令和７年６月４日付けをもって、まちづくり常任委員長及び情報推進常任委員長から所

管事務について、議会運営委員長から所掌事務について、それぞれ、別紙のとおり、閉会

中の継続調査の申し出がありました。 

お諮りします。 

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査にしたいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

お諮りします。 
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本定例会に付議された案件の審議は、すべて終了しました。 

会議規則第７条の規定に基づき、本日で閉会したいと思います。 

これに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

よって、本定例会は、本日で閉会することに決定しました。 

これにて、令和７年 第４回 幌延町議会定例会を閉会します。 

ご苦労様でした。 

（１５時４７分 閉  会） 
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